
No.024
AUGUST

2006.2006.

8



■発行／甲斐市　〒400-0192 山梨県甲斐市篠原2610

■編集／秘書広報課　 055（278）1678 055（276）7216 http://www.city.kai.yamanashi.jp

甲 斐 市 広 報 誌

甲斐市の人口　74,166人（－20）

住民基本台帳人口72,826人（－4） 男性36,410人（－13） 女性36,416人（＋9）
世帯数27,645世帯（－7） 外国人登録人口1,340人（－16） （ ）内は前月比
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対応する携帯で読み取
ると甲斐市の携帯ホー
ムページを表示します。

QRコード

ひまわり
■夏の季語でもある「向日葵」。季題として
は新しいものですが、やはり夏を象徴する花
として多くの人に好んで詠まれているようで
す。また、太陽に向かって育つということか
ら、この花は人を楽しくさせる花の１位だと
もいわれています。本県の明野のように広い
面積にたくさんのヒマワリを植えている場所
は、全国にもたくさんあり、中には面積が
10haとか65万本が植えてあるとかすごい場
所も。それぞれが名所になっているようです。
まとまってあると圧巻ですが、ヒマワリとい
うと空地に10本ほどあるのを、ランニング
に麦わら帽子姿、虫取り網を持った子どもが
見ているというイメージがあります。

表紙の写真はプールの中での様子。 中央ページにETC車載器購入費
補助金交付申請書が入っています。

（平成18年６月末現在）
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ふ
る
里
自
然観察路

深田久弥終焉の地茅ヶ岳
（山梨百名山）

曲岳
（山梨百名山）

黒富士
（山梨百名山）

太刀岡山
（山梨百名山）

女岩（水場）

羅漢寺山
（山梨百名山）

獅子岩

自然観察路入口駐車場

獅子滝

深田記念公園
駐車場：韮崎市 清川地域

ふれあい館

金ヶ岳
観音峠

登山道

自然観察路入口 白砂山
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当日の申し込みで参加可能な「オープン参加型レッスン」
年間利用券でさらにお得なご利用を。
（施設利用料のほかに保険料・受講料として100円かかります）
●水泳プライベートレッスン アテネオリンピックに出場した長田友喜子によ
る個人レッスン。１回のレッスン時間は15分。まったく泳げない人から上級
者まで丁寧にマンツーマンで指導します。性別や年齢の規定もありません。
開始時間は曜日によって異なりますので、お問い合わせください。

●ピラティス＆チューブエクササイズ 毎週火曜日　午後７時30分～（受付は
午後７時～） 正しい呼吸により細胞が活発化して自然治癒力を高めるピラ
ティスと、伸縮自在のゴムチューブを使って負荷をかける筋力トレーニング
のチューブエクササイズ。

●水中歩行運動教室　毎週火曜日　午後１時30分～（受付は午後１時～）
近年、リハビリにも用いられている水中歩行。膝や腰への負担が少ない水中
での運動で、無理なく足腰の筋肉を鍛え、筋力の衰えを予防します。

●エアロビクス 毎週水曜日　午後７時45分～（受付は午後７時～）
初心者でも安心して参加できるレッスン。運動不足・ストレス解消に最適のプ
ログラムです。軽快なリズムにのって全身運動を行い、心肺機能を高めます。

●シェイプアップヨガ 毎週木曜日　午後７時30分～（受付は午後７時～）
有酸素運動で脂肪を燃焼させる効果と、身体の歪みを改善し、体型のバラン
スを整える効果があります。

●初心者水泳 毎週木曜日　午後７時30分～（受付は午後７時～）
長田友喜子が、少人数で親切丁寧に、水泳の楽しさと魅力をお教えします。
●爽快スイミング 毎週金曜日　午後７時30分～（受付は午後７時～）
水泳の魅力である「泳いだあとの爽快感」を味わってもらえるよう、長田友喜
子が長い距離を美しいフォームで無理なく泳げるよう指導します。

●マーシャルアーツ 毎週金曜日　午後７時45分～（受付は午後７時～）
マーシャルアーツ（Martial arts）は格闘技系のエクササイズ。パンチやキック
をしながらシェイプアップをしていきます。

■Kai・遊・パークのお得な年間利用券（個人・法人）のご案内
Kai・遊・パークは１年中ご利用いただける施設です。夏だけでなく、

秋・冬も体力作りや健康維持のため体を動かしたいとお考えであれば、お
得な年間利用券でのご利用をおすすめします。
○種類 年間利用券には次の２種類があり、いずれも申し込み当日からの
ご利用が可能です。また、利用希望開始日を指定して事前に申し込んでお
くこともできます。

※年間の途中での解約、利用料の払い戻しはできませんのでご了承ください。
※利用料の納入は一括でお願いします。個人用年間利用券は、一年間使い
放題。１日に何回でもご利用いただけます。また、法人用（個人事業主も
含む）の年間利用券は無記名で２名が利用できます。従業員の健康づくり
のサポートとして、また会社の福利厚生事業としてお役立てください。
■問い合わせは…玉幡公園管理課（玉幡公園内） 055（276）4189

個人用 

金　額 

カードの枚数 

利用対象者 

記載内容 

有効期間 希望する日から１年間 

申込者本人 

１人１枚 

市内 
大人 30,000円 

12,000円 

48,000円 

18,000円 

小中学生 

大人 
小中学生 

市外 

事業主、従業員 

１口あたり2枚 

１口80,000円 
（市内・市外問わず） 

法人用（個人事業主も含む） 

氏名、住所、電話番号、顔写真、カー
ド番号 

会社名、代表者名、会社住所、会社
電話番号、カード番号 

ふる里自然観察路
甲斐市北部には、「ふる里自然

観察路」と呼ばれているハイキ
ングコースが整備されています。
獅子平を起点にし、昇仙峡パ

ノラマ台を経由して下福沢の大
川林道にぬけるこのルート、総
延長５キロメートルで短時間で
変化に富んだ自然が観察できま
す。
また、観察路からは、白砂山

や太刀の抜き石、羅漢寺山など
に行くことも出来ます。
コースの中には、昔、多くの

信者が行き交ったといわれる御
岳信仰の参道も含み、歴史を感
じることのできるルートでもあ
ります。

太刀岡山
太刀岡山は昔、日本武尊がこ

の山頂に太刀を残していったこ
とからその名がついたなどの伝
説が残る山です。南面は鋏岩

はさみ い わ

を
はじめ険しい岩壁に覆われてお
り、ロッククライミングのメッ
カでもあります。
秋には山全体が紅葉で染まり、

私たちを楽しませてくれます。

茅ヶ岳
山梨百名山のひとつである茅

ヶ岳。意外と知られていません
が、深田記念公園からの登山道
のほとんどが市内であり、「日本
百名山」を書いた深田久弥終焉
の地となった尾根も、甲斐市内
となります。
山頂の標高は1703.6メート

ル。展望は素晴らしく、金峰山
を始めとする奥秩父の山々、八
ヶ岳、南アルプス、南には御坂
山塊とその奥に富士山と360°
の一大パノラマが展開されます。

このほか、この地域には曲岳
や黒富士など山梨百名山がいく
つもあります。

近くだといっても山です。天
候が急変することもあります。
しっかりした靴で登るとともに、
雨具などの準備もお忘れなく。
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６
６
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No. 自治会(区) 訓　練　場　所
1 竜王1区 竜王１区公会堂庭
2 竜王2区 竜王２区公会堂庭
3 竜王3区 県立明生学園庭
4 竜王4区 竜王４区公会堂庭
5 竜王新町1区 赤坂稲荷神社境内
6 竜王新町2区 赤坂稲荷神社境内
7 竜王新町3区 竜王北保育園園庭
8 竜王新町4区 ちびっ子広場
9 竜王新町5区 児童公園
10 竜王新町6区 いこいの広場
11 竜王新町7区 （未定）
12 上篠原区 上篠原地区集落集会所前
13 古村区 山縣神社前
14 竜王仲町区 竜王仲町公民館広場
15 富竹新田1区 神明神社境内
16 富竹新田2区 玄広寺境内
17 富竹新田3区 ちびっ子広場
18 富竹新田4区 いこいの広場
19 名取区 名取公園
20 榎東区 いこいの広場
21 榎西区 いこいの広場
22 新居区 いこいの広場
23 仲新居区 やすらぎ公園
24 上八幡区 いこいの広場
25 下八幡1区 （９／１０実施）
26 下八幡2区 （９／１０実施）
27 中八幡区 玉幡中学校校庭および北側駐車場
28 八幡新田1区 釜スポ公園北側テニスコート駐車場
29 八幡新田2区 竜王西小学校校庭
30 月林区 月林区公会堂広場
31 玉川東区 玉川東区集落集会所前
32 玉川西区 玉川西区公会堂前広場
33 下八幡3区 （９／１０実施）
34 万才1区 働く婦人の家前
35 万才東区 万才東公民館庭
36 田中区 竜王南小学校校庭
37 田中2区 田中団地駐車場
38 冷間区 冷間区集会所庭
39 玉川団地1区 玉川団地１区集会所広場
40 玉川団地2区 玉川団地２区集会所広場
41 牛句 牛句公民館前
42 境北 敷島北小学校校庭
43 境南 敷島北小学校校庭
44 上町北 （未定）
45 敷島台 敷島台バスターミナル前広場
46 大久保 ちびっ子広場
47 天狗沢 金山神社広場
48 上町南 敷島中学校校庭
49 西町 西町区消防小屋南広場
50 敷島竪町 敷島竪町区公民館
51 大栄 敷島総合文化会館駐車場
52 事業団 （未定）
53 敷島仲町 敷島小学校校庭
54 東町西 敷島小学校校庭
55 東町仲 敷島小学校校庭
56 東町東 敷島小学校校庭
57 川辺町 川辺町区公民館庭
58 町屋 よむよむ駐車場
59 町屋南 よむよむ駐車場
60 敷島新町 中下条公園
61 寺前 寺前広場
62 さつき野 さつき野区公会堂広場
63 松島団地 松島団地集会場
64 宮地 宮地区公会堂庭
65 大下条西 敷島南小学校校庭
66 大下条東 敷島南小学校校庭
67 大下条南 （予定なし）
68 長塚 敷島南小学校校庭
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甲斐市は9月1日に市制2周年を迎えます。
市では2周年を記念して、次の市営温泉、プール
の無料開放をおこないますので、ぜひご利用くだ
さい。

無料開放期間　9月1日（金）～9月3日（日）

温　泉

●釜無川レクリエーションセンター
（西八幡4268番地6）
055（276）1151

●神明温泉志麻の湯（島上条3123番地）
055（277）1311

●百楽泉（宇津谷1715番地1）
0551（28）6000

■問い合わせは…
商工観光課（双葉庁舎2階）
0551（20）3654

プール

●敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター（島上条2527番地）
055（277）7767

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課（双葉公民館）
0551（20）3656

●玉幡公園（kai・遊・パーク）総合屋内プール
（西八幡1896番地2）
055（276）4189

※各種教室の参加料は別途かかります。
■問い合わせは…
玉幡公園管理課（玉幡公園内）
055（276）4189
●敷島保健福祉センター
歩行浴プール・軽運動室（島上条3163番地）
055（277）7311

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎）
055（277）4735

市制施行２周年記念
市営温泉・プール無料開放

No. 自治会(区) 訓　練　場　所
69 大下 土肥一守宅駐車場
70 中下 睦沢地域ふれあい館広場
71 中村 中村区公民館庭
72 久保 （予定なし）
73 藤の木 亀沢天沢寺境内
74 打返 （未定）
75 漆戸 漆戸道祖神前
76 獅子平 獅子平区つどいの家広場
77 上菅口 （未定）
78 下菅口 （予定なし）
79 安寺 安寺公民館庭
80 神戸 神戸道祖神広場
81 下福沢 双峯院境内
82 上福沢 上福沢公会堂庭
83 前屋 前屋区公民館庭
84 下芦沢 宝勝寺広場
85 本村 長田初雄宅
86 小川 （予定なし）
87 平見城 平見城公民館庭
88 大明神 大明神分校校庭（旧清川分校）
89 窪田 吉沢地域ふれあい館庭
90 中島 吉沢地域ふれあい館庭
91 寺平 旧昭和第一高校グラウンド
92 千田 （予定なし）
93 登美団地 登美団地コミュニティセンター前
94 希望ヶ丘 希望ヶ丘ふれあい広場
95 桃花の街 （予定なし）
96 藍色の街 第２公園
97 杏色の街 中央公園
98 響ヶ丘団地 響ヶ丘団地内公園２号棟前
99 滝坂 滝坂遊園地
100 大屋敷 光彩工芸駐車場
101 下宿 下宿公民館隣ゲートボール場
102 上宿 上宿公民館庭
103 高山台 高山台公民館庭
104 双葉竪町 双葉竪町公民館庭
105 大垈 青竜寺境内
106 高原団地 第1公園
107 団子 双葉東公民館庭
108 横町 下今井公民館ちびっ子広場
109 寺町 下今井公民館ちびっ子広場
110 双葉仲町 下今井公民館ちびっ子広場
111 上町 下今井公民館ちびっ子広場
112 富士見台 双葉中学校校庭
113 緑ヶ丘 旧町営住宅跡地
114 上の山 県営双葉団地内集会場前駐車場
115 つくしの つくしの第２公園
116 双葉新町 双葉公民館駐車場
117 旭台 山梨県農業大学校双葉分校
118 上志田 船形神社境内
119 塩崎町 塩崎町公民館庭
120 山本 光照寺境内
121 岩森 諏訪神社境内
122 下志田 下志田公民館庭
123 東部 諏訪神社境内
124 田畑 双葉西保育園駐車場
125 田畑団地 （予定なし）
126 金剛地 金剛地公民館庭
127 新田 新田公民館庭
128 菖蒲沢 菖蒲沢グラウンド
129 中村条 宇北公民館庭
130 上郷 宇北公民館庭
131 米沢 米沢公民館庭
132 笠石 笠石公民館庭
133 滝沢 滝沢諏訪八幡神社境内
134 駒沢 駒沢共同稚蚕飼育所広場
135 唐松団地 唐松団地公民館庭

この表は、7月12日時点の実施状況です。
未定の自治会（区）は、区の役員にご確認ください。



９
月
か
ら
竜
王
駅
を
中
心
と
し
た
新

し
い
ル
ー
ト
の
試
行
運
行
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

現
在
運
行
し
て
い
る
「
山
梨
大
学
医

学
部
付
属
病
院
行
」
に
、「
り
ほ
く
病
院

行
」、「
敷
島
団
地
行
」
を
加
え
、
３
路

線
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
行
運
行

を
行
い
ま
す
。

各
路
線
は
竜
王
駅
で
接
続
さ
れ
、
各

路
線
間
と
Ｊ
Ｒ
中
央
線
へ
の
乗
り
換
え

に
便
利
な
運
行
ダ
イ
ヤ
と
な
り
ま
す
。

運
賃
は
各
路
線
と
も
乗
車
１
回
１
０

０
円
で
す
（
竜
王
駅
で
別
の
路
線
に
乗

り
換
え
る
と
き
は
、
乗
車
２
回
と
な
り

ま
す
）。

ま
た
、
現
在
運
行
し
て
い
る
「
山
梨

大
学
医
学
部
付
属
病
院
行
」
に
つ
い
て
、

新
路
線
の
運
行
に
合
わ
せ
て
９

月
か
ら
運
行
ダ
イ
ヤ
を
改
正

し
ま
す
。

運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
広
報
誌
９
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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中央自動車道 

甲府・韮崎線 
（山の手通り） 

敷
島
・
田
富
線 

山
梨
県
で
は
、
今
年
度
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
家
庭
や
地

域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
学
校

の
安
全
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
に
活
動
す
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
・
リ
ー
ダ
ー
を
43
名
委
嘱
し

ま
し
た
。

甲
斐
市
で
も
橋
本
喬
一
さ

ん
、
花
輪
和
春
さ
ん
の
２
名
が

委
嘱
さ
れ
、
主
に
火
・
金
曜
日

の
午
後
、
巡
回
車
に
よ
る
小
学

校
の
通
学
路
や
不
審
者
発
生
箇

所
等
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
児

童
へ
の
安
全
指
導
、
学
校
を
訪

問
し
て
の
安
全
対
策
へ
の
助

言
、
不
審
者
情
報
の
把
握
・
整

理
等
の
任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。帽

子
・
ベ
ス
ト
・
腕
章
・
名

札
を
着
用
し
て
巡
回
し
て
い
ま

す
の
で
、
見
か
け
た
際
は
お
気
軽
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

スクールガード・リーダーの
橋本喬一さん（左）と花輪和春さん（右）

９
月
か
ら
敷
島
・
双
葉
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
走
り
ま
す

スクールガード・リーダーをご存知ですか



竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
平
成
17
年

度
か
ら
、
竜
王
駅
南
北
自
由
通
路
橋
上
駅

舎
を
は
じ
め
道
路
工
事
に
着
手
し
て
い
ま

す
。ま

た
あ
ら
た
に
、
竜
王
駅
南
通
り
線
道

路
新
設
工
事
（
１
工
区
）（
明
許
）
に
着

手
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
工
事
期
間
中
の
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
も
駅
周
辺
整

備
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
請
負
会
社
…

中
村
建
設
・
三
澤
工
業
竜
王
駅
南
通

り
線
道
路
新
設
工
事
（
１
工
区
）（
明

許
）
共
同
企
業
体

○
工
事
期
間
…

平
成
18
年
10
月
31
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…

駅
周
辺
整
備
室
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
７

9

７
月
か
ら
９
月
の
間
、
ド
ラ
ゴ
ン
パ

ー
ク
の
展
望
塔
を
夜
10
時
ま
で
延
長
し

て
開
放
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
友
人
で
美
し
い
甲
府
盆
地

の
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
は
従
来
ど
お
り
無
料
で
す
が
、
午
後

５
時
以
降
は
、
３
歳
以
上
１
回
１
０
０

円
の
利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

【
展
望
塔
の
利
用
案
内
】

■
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
無
料（
年
間
）

午
後
５
時
〜
午
後
10
時
／
１
回
１
０
０

円
（
３
歳
未
満
無
料
）

■
休
館
日

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
翌
日
）

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

赤
坂
台
総
合
公
園
管
理
事
務
所

０
５
５
（
２
７
６
）
２
１
６
１

竜王駅南通り線（1工区） 

竜王駅 

調査地区 
都市計画施設等 

甲斐市 

中
央
自
動
車
道
 

こ
の
夏
展
望
塔
は
夜
10
時
ま
で
開
放
し
て
い
ま
す

ー
満
天
の
星
空
と
美
し
い
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
ー

花
火
や
犬
の
散
歩
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
犬
や
猫
な

ど
ペ
ッ
ト
の
入
園
、
花
火
や
バ
ー
べ
キ

ュ
ー
な
ど
火
気
の
使
用
、
ま
た
、
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
や
自
転
車
・
バ
イ
ク
な
ど

の
乗
り
入
れ
、
そ
の
ほ
か
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
の
使
用
な
ど
、
他
の
利
用
者
へ
の
迷

惑
や
危
険
が
生
じ
る
行
為
は
禁
止
し
て

お
り
ま
す
。

夏
季
の
夜
間
な
ど
に
は
、
花
火
で
遊

ん
だ
り
、
犬
を
放
す
な
ど
の
行
為
を
し

な
い
よ
う
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
公
園
が
利
用
で

き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業
工

事
発
注
に
伴
う
お
知
ら
せ

お
よ
び
協
力
に
つ
い
て
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竜王駅舎を写生　６月15日●
竜王北小学校児童が、駅舎建設で取り壊される現在の竜王駅を写生

しました。これは、新駅舎建設のため８月にも取り壊される現在の駅
舎を描いてもらい、みなさんに覚えていてもらいたいということで、
竜王駅が中央線に最も近い竜王北小学校に呼びかけたもの。
これに応じて、４年生73人が図工の時間に駅を訪れ、ホームや駅前

広場、ホームをまたぐ橋など数か所に分かれて、駅の姿を水彩絵具な
どで描きました。この絵は、６月20日から７月17日までの間、駅構
内のスペースに、昔の竜王駅の写真や駅名の入った板、そのほか鉄道
グッズなどいっしょに展示されました。

●６月22日　「敷島北小まつり」開催　
敷島北小学校において、毎年恒例の北小まつりが行われました。
真っ暗な中でムード満点の「おばけ屋しき」やビー玉を使ったアクセサリ
ー作りなどが出来る「体験しよう科学と歴史」、「にんにんどろんぱ屋しき」
と題した忍者に扮してのアトラクションなど、各クラス趣向を凝らした企
画がもりだくさん。たくさんの友だちに来てもらいたいと「ぜひうちのク
ラスを見にきてね」と呼び込みをする姿も見られ、宣伝合戦も盛んに行われ
ていました。

●６月　米笠ホタル観賞会　
六反川梅の木橋付近で恒例の米笠

ホタルまつりが行われました。会場
には、近所の親子連れや市外からも
たくさんのお客さんが訪れ、暗闇を
ほのかに照らすホタルに見入ってい
ました。会場には焼きそばや焼きと

んなどのお店も並び
賑わいをみせて
いました。

「不審者侵入」想定した訓練実施　６月22日●
竜王南小学校で「刃物を持った不審者が校舎内をうろついてい

る」という想定で不審者侵入
防犯訓練が行われました。
訓練は、不審者を発見した

先生が直ちに職員室に連絡、
危機管理マニュアルにのっと
って児童の安全確保、警察へ
の通報などを行い、通報を受
けた警察が、現場へ駆けつけ
不審者の身柄確保、その状況を無線報告するというもの。また、
訓練終了後、体育館で南甲府署員による防犯講話も行われました。

●６月30日,７月１日
双葉サービスエリアでラベンダーまつり　
第９回ラベンダー穂刈りまつりが双葉サービスエリアで行われま

した。サービスエリア内に併設されている双葉ハーブガーデンにあ
るラベンダー約２万株が満開のこの時期に開催されたもの。訪れた
みなさんは、大きく育ったラベンダーをはさみで切り、袋に入れて

持ち帰っていました。
また、初日の30日に

は、近くにある双葉甲
府幼稚園から全園児約
70人が訪れました。
ハーブ園の隣では、

香のスティックやにお
い袋作成のコーナーや
スマートインターPR
コーナーなども設置さ
れました。

●７月２日　河川清掃　
双葉地区河川清掃への参加、お疲
れさまでした。
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甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/

●７月２日　甲斐市消防団が訓練

釜無川一斉清掃　７月８日●
富士川流域の山梨・長野・静岡県で富士川流域河川一斉清掃
が行われました。甲斐市でも大勢の市民が早朝６時より釜無川
沿いの信玄堤公園とライオンの森に集まり、配られたごみ袋を
手に河川敷や公園内のごみを拾い集めました。今年で５回目に
なるこの清掃。ビニール、プラスティック、空き缶など自然分
解できないごみを河川に入って拾ってくる人の姿も。こうした
毎年の努力で、昨年に比べ集められたごみの量が減っています。

●７月１日　NHKラジオ深夜便のつどい
NHKラジオ深夜便のつどいが双葉ふれあい館開館10
周年記念事業として開催されました。大勢のファン
を持つこの番組。当日も秋田県や福岡県などから駆
け付けたみなさんもおり、会場は満員の状態。１部
では八ヶ岳南麓に住む柳生博さんの「花鳥風月の里
山」と題した講演が。また、２部では、番組のアン
カーである加賀美幸子さんと国井雅比古さんが登場
し「アンカーを囲むつどい」が行われました。

甲斐市消防団で
はこの日、各地で
訓練実施。矢木羽
湖では、敷島分団
の非常召集訓練が
行われ、集合後、
湖に向かって一斉に放水訓練を。また、竜王分
団第２部では、急斜面においてポンプ車を間に
ホースを何本も繋ぐ中継訓練を実施しました。

今年も、ゆうのう敷島が
企画する体験農業「お百姓
さん倶楽部」のじゃがいも
掘りが行われました。昨年
に引き続きの参加者は、
「去年は天候の影響により
収穫量が少なかったけれ
ど、今年はいっぱい採れて、
うれしい。ご近所にも配ら
なきゃ」と汗だくになりな
がらも大収穫に笑顔がこぼ
れていました。

●７月８日　ジャガイモ掘り

双葉ふれあい文化館で、敷島中学校吹奏楽部が
定期演奏会を開催、大勢の聴衆が会場を埋め尽く
しました。敷島中学校の吹奏楽部はコンクールで
数々の賞を受賞するなど、その実力は全国レベル。
定期演奏会は二部構成で行われ、コンクールの課
題曲「架空の伝説のための前奏曲」やオールデイ
ーズナンバーなど軽快な曲目に合わせた踊りもあ
り、聴衆からは大きな拍手が鳴りやみませんでし
た。

敷中吹奏楽部定期演奏会 ６月17日●

７月号の水道施設出張点検の記事で「上下水道工事店協会」
は「甲斐市管工事協同組合」です。お詫びして訂正します。
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内容 『ナルニア国物語』2006年/
アメリカ/140分/吹替え/デ
ィズニー映画　監督/アン
ドリュー・アダムソン

日時　８月19日（土）午後１時30分
開演（午後１時開場）

場所　双葉ふれあい文化館ホール
定員　先着500名
日時　８月20日（日）午後１時30分

開演（午後１時開場）

ニメ　２本立て
日時　８月４日（金）午後２時開演

（午後１時30分開場）
場所　双葉図書館２階視聴覚室　
定員　先着50名

内容　反戦争映画『さよならカバ
くん』1988年/日本/25分/
アニメ

日時　８月６日（日）午前10時開演
（午前９時30分開場）

場所　敷島総合文化会館視聴覚室
定員　先着80名

内容　非核映画『ガラスのうさぎ
東京大空襲』1979年/日本
/105分　監督/橘　祐典
出演/蛯名由紀子、長門裕
之　他

日時　８月６日（日）午後２時開演
（午後１時30分開場）

場所　敷島総合文化会館　視聴覚
定員　先着80名
日時　８月９日（水）午前10時開演

（午前９時30分開場）
場所　竜王図書館　視聴覚室
定員　先着200名

場所　敷島総合文化会館大ホール
定員　先着270名
内容 『おばけ長家』 20分/アニ

メ　『ねずみくんのチョッ
キ３』 20分/アニメ　２本
立て

日時　８月23日（水）午前10時開演
（午前９時30分開場）

場所　竜王図書館　視聴覚室　
定員　先着200名

日時 ８月25日（金）
午後7時30分～

場所 竜王図書館視聴覚室
テーマ「江戸を読む」
メニュー 「鬼平犯科帳」より「暗剣白梅

香」、「幻色江戸ごよみ」より
「器量のぞみ」ほか

板前　ねの会
助っ人板前　あやの会

おきらく亭～スペシャル版～
毎月開催している「おきらく亭」ですが、今月はスペシャル版と

して、夏の夜を彩るコースを用意いたしました。
聞いて味わう本の世界。どなたでもお気軽にご来店ください。

イベントのお知らせ

竜 王 西 児 童 館
055（279）3731

竜王東児童センター
055（278）1178

竜 王 北 児 童 館
055（279）1911

玉 幡 児 童 館
055（276）9656

敷島みなみ児童館
055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
055（277）9220

敷島なかよし児童館
055（277）1121

双 葉 西 児 童 館
0551（28）4588

双 葉 東 児 童 館
0551（28）1214

2（水） スライム作り
10：00

水で遊ぼう
15：00

3（木） 流しそうめん大会
15：00～

スイカ割り　
15：00～

4（金） 夕涼み会
17：00

おやつ作り
10：00

流しそうめん大会
15：00～

9（水） 子育て相談日
10：30

子育て相談日
10：00

ビデオ会　
15：00～

5（土） 音楽遊び
11：00

7（月） リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
(4年～6年）

8（火） リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
野外活動

リーダー研修
(4年～6年）

11（金） 夕涼み会
17：00

12（土） リズミック遊び
9：30

17（木） シャボン玉あそび
14：00

ビーチバレー大会
10：30

野外活動
（1年～3年）

おもちゃの病院
14：00

22（火） 夏休み工作
13：00

工作遊び　
15：00

大型ビデオ
10：00

18（金） 合同お泊り児童館
15：00

お泊り児童館
18：00～

こわーい話その2
14：00～

19（土） 合同お泊り児童館 お泊り児童館

21（月） 染ものあそび
10：30

読み聞かせ
15：00

23（水） 子育て相談日10:00
夏休み工作　14:00

スーパーボール作り
15：00

29（火） ナンバーリンク
15：00

24（木） ビデオ会
14：00

バズーカ砲作り
14：00～

25（金） 子育て相談日
10：00

映画会　
15：00

28（月） クロスワードパズル遊び
14：00

竜 王 南 児 童 館
055（279）7666

子育て相談
10：00

リーダー研修
野外活動
リーダー研修
野外活動

合同お泊り児童館
15：00

合同お泊り児童館

表現遊び
15：00

手話しよう
15：00

10（木） 3B体操
13：30

31（木） ボランティアの日
14：00

30（水） ボランティアの日
15：00～

ナンバーリンク
15：00



日時 ８月３日（木）、17日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 ８月３日（木）、17日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 ８月５日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

日時 ８月19日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 ８月１日（火）午後２時～
内容 風がなくてもぐるぐる「ふし

ぎな風車」
日時 ８月11日（金）午後２時～
内容 鳴らしてみよう「シンバルを

たたくおさるさん」
場所 敷島総合文化会館創作室
対象 小学生
定員 各20人

日時 ８月10日（木）、24日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳６か月
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳６か月～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 ８月12日（土）、26日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ８月５日（土）
午前10時30分～11時30分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

日時 ８月19日（土）
午前10時30分～11時30分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ 夏はカレー！！
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 ８月10日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 ８月12日（土）、26日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

日時 ８月５日（土）
午前２時～３時30分

内容 友だちとたのしくあそぼう
「ビー玉おとし」

日時 ８月６日（日）
午前２時～３時30分

内容 ちょっとこわくておもしろい
「おばけやしき」

場所 双葉図書館２階視聴覚室
対象 小学生
定員 各15人

内容 『ゆうかんな十人のきょう
だい』 20分/アニメ　『生
きてます15歳』 22分/ア

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
21日（月）から25日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館 双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

13

開館時間 ●平日：午前９時～午後7時　●土・日：午前９時～午後5時
８月のおやすみ 定例休館日 ７日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）

月末整理日 31日（木）

● 開館時間の繰上げについて ●
市内の図書館では、学校の夏休み期間中について、平日の開館時間
を１時間繰り上げて午前９時からとします。ぜひご利用ください。
期間　７月25日から８月30日（水）まで　

おはなしのもり

夏休み工作会

上映会のお知らせ

ライライくんの工作教室
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走幅跳 横森夏芽
４ｍ26
走高跳 松沢綾乃
１ｍ30
４×100ｍリレー
双葉クラブＡ 55秒64
○小学生女子の部
100ｍ 遠藤沙希
16秒47
800ｍ 内田　遥 ３分14秒53

第２回甲斐市野球スポーツ少年団交流交
歓大会結果
６月24日（土）、25日（日）の２日間、双葉スポー

ツ公園を主会場とする市内6会場にて、第2回甲斐市
野球スポーツ少年団交流交歓大会が開催されました。
当日は市内９チーム、市外からも39チームが集まり、
熱戦が繰り広げられました。市内チームでは釜水野
球スポーツ少年団がＡパート準優勝と健闘しました。

Ａパート
優勝 市川
準優勝 釜水
３位 竜西・竜北

Ｂパート
優勝 大和
準優勝 日下部
３位 双葉・甘利

Ｃパート
優勝 小明見
準優勝 若草
３位 敷島・八幡

○双葉B＆G海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

○敷島B＆G海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767

B＆G海洋センタープール日程表
開館時間 午前10時～正午（午前の部）

午後１時～午後５時（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

料金表

注意事項
・入泳する際には、スイミングキャップの着用が
義務付けられています。
・幼児及び夜間の小中学生の利用は、必ず保護者
同伴でお願いします。
■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課　

０５５１（２０）３６５６

６月22日に開催された
全国体育施設研究協議大会の
席上、体育施設功労者として、釜無川スポー
ツ公園管理人の込山登さんが表彰されました。
込山さんは釜無川スポーツ公園の管理人と

して長年にわたりスポーツ施設の管理運営に
携わり、スポーツの振興に寄与した功績が評
価されました。

釜無川スポーツ公園
管理人
込山　登さん

体育施設功労者表彰を受賞



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ８月21日（月）

・学校体育施設（９月分） 午後７時～
・社会体育施設（10月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ８月24日（木）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（９月分）
・社会体育施設（10月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
０５５１（２０）３６５６

竜王体育館市民開放
市教育委員会では、今年も竜王体育館の市民開放

を行います。ご家族、友人と一緒に参加してみませ
んか。
開放日 ８月６日（日）、20日（日）、27日（日）

９月10日（日）、24日（日）
午前９時～正午

場　所 竜王体育館
内　容 卓球教室、バトミントン教室
対象者 市内在住者　※参加自由、当日ご来場くだ　　

さい。
持ち物　体育館履き　※用具貸出しあり
その他　希望者には各種目の指導もあります。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
０５５１（２０）３６５６

市内支部対抗軟式野球大会結果報告
市内24チームが参加した市内支部対抗軟式野球大

会が、６月18日（日）、25日（日）の２日間にわたり
釜無川スポーツ公園他で開催され熱戦が繰り広げら
れました。結果は次のとおりです。

陸上競技大会の結果報告
６月11日（日）に第23回峡中陸上競技選手権大会

が、翌週18日（日）には第２回甲斐市陸上競技記録会
が櫛形総合公園陸上競技場にて開催され、多くの市
民が参加し熱戦を繰り広げました。結果は次のとお
りです。（優勝者のみ掲載、敬称略）
第23回峡中陸上競技選手権大会
○30歳代男子の部
5,000ｍ 清水誠二 16分36秒84
○40歳代男子の部
1,500ｍ 増田康彦 ４分37秒44
5,000ｍ 増田康彦 17分06秒55
○50歳以上男子の部
1,500ｍ 矢島千明 ４分52秒10
5,000ｍ 矢島千明 17分17秒70
第２回甲斐市陸上競技記録会
○一般男子の部
100ｍ 新海勇樹 12秒40
400ｍ 輿石勇太 55秒40
800ｍ 松永圭祐 ２分10秒38
走幅跳 三井雄稀 ５ｍ77
走高跳 三井雄稀 １ｍ60
４×100ｍリレー
双葉クラブ 48秒88
○50歳代男子の部
1,500ｍ 堀内利満
５分29秒20
○中学生男子の部
3,000ｍ 山下拓也
11分42秒05
○小学生男子の部
800ｍ 内田佑歩 ２分53秒13
○一般女子の部
100ｍ 横森夏芽 14秒04
800ｍ 望月咲妃 ２分35秒68
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Aパート優勝

敷島台区

Bパート優勝

双葉７区



唐松団地区（篠原淳区長）
10年ぐらい前に分譲されて誕生し

た唐松団地区。いろいろなところか
ら移り住んできた49世帯で構成され
ています。40歳前半の人が多いため、
ちょうど子どもが成長する時期が重
なり、育成会にも現在29人の子ども
が入っています。そこで２年前ぐら
いから夏休みに子どもたちを集めて
何かできないか、ということで「子

ども講座」を開催
しています。
特に注目は昨年

か ら 始 ま っ た
「クワガタの飼
い方教室」。
現在の篠原区

長が何年か前から趣味で取り組んでいた
もので、夏休みには
好企画、ということで、
たくさんの子どもた
ちが集まりました。
篠原さんが、
オオクワガ
タ、オニク
ワガタ、ネ

プトクワガタなどが入っ
た標本を見せたほか、
おがくずなどを使わ
ずにクワガタを飼育
する方法を伝授。虫
かごの中に新聞紙を
敷き、もうひとつ、５
センチ大に畳んだ新聞紙を入れます。
この中に水を霧吹きでたっぷり吹き、これで
終わり。汚れれば新聞紙を替えればいいわけ
で、おがくずのようにダニがわくこともあり
ません。簡単にク
ワガタを長い期間、
育てることができ
るそうです。
探してみると、

この地域にもクワ
ガタがいるそうで
す。今度は実際に
採集に行くことも考えているそうです。

仲新居区（金丸征夫区長）
仲新居区では、地域で子どもたちと

積極的に関わっていこうと、育成会を
中心に子どもたちが農業体験に取り組
んでいます。
昭和20年代、16世帯だった仲新居区

も現在は392世帯。農家が少なくなり、
子どもたちも農
作業などの機会
がないこのご

ろ。野菜などが実際に作
られているところを知っ
てもらういい機会でもあ

ります。
春のお田植え
は、もちろん手
植え。裸足で水
田に入り、紐に
合わせて植え
ていきます。
1 0 月 には、
稲刈り。鎌
で刈っていき
ます。今年は６月に、田植えをし
た水田の草取りも行いまし
た。方法も伝統的な器具を
使ってのもの。農家のみな
さんが30年以上前に使って
いた「水田除草機（田ころが
し）」と言われた器具が、地域

の農家に残されていたため、これを
使って、昔の田の草取りを体験しました。
11月には、今年収穫したお米を食べる「収

穫祭」を開催。一度は、子どもたちが自分でお
むすびを握ったことも
ありましたが、公民館
の中はこぼしたお米だ
らけ、ということもあ
ったそうで、今は、カ
レーを食べています。
そして、年末には餅つき大会。
いろいろなことを子どもたちに体験させよう

と始まったこの事業、もう５年以上になります。
子どもたちにも地域の人を覚えてもらい、あい
さつができるようになると防犯にも役立つので
は、と考えています。

自
治
会 

市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など毎月紹介していきます。

16
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近藤直子（大栄区）

水野敦子（敷島新町区）斉藤保五郎（旭台区）

坂本和子（登美団地区）

河西幸男（山本区）

貝塚真子（玉川東区）

平
成
18
年
度
「
生
け
垣
・

花
壇
、
コ
ン
テ
ナ
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
審
査
会
が
６
月
15
日

に
行
わ
れ
、
７
人
の
審
査
員

に
よ
る
書
類
審
査
お
よ
び
現

地
審
査
の
結
果
、
応
募
作
品

24
点
の
中
か
ら
次
の
み
な
さ

ん
が
入
賞
し
、
７
月
14
日
開

催
の
表
彰
式
で
楯
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

甲
斐
市
に
な
っ
て
二
回
目

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
し
た
が
、

ア
イ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
た
作

品
の
数
々
に
、
審
査
会
も
長

時
間
に
お
よ
び
、
全
体
的
な

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
多
く
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
今
後
も
引
き
続

き
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

来
年
度
も
多
く
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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保坂美津江（双葉竪町区）

小谷賢一（榎東区）福島寿美恵（富竹新田3区）

河西幸男（山本区）

岩田勇二（つくし野区）

武井篤胤（八幡新田2区）

審
査
委
員
長

フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

渡
辺
ひ
さ
子
先
生

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、

花
と
花
が
、
人
と
人
、
街

を
つ
な
い
で
い
る
こ
と
を

実
感
し
、
み
な
さ
ん
の
花

に
対
す
る
深
い
愛
情
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
バ
ラ
を
上
手

に
庭
の
中
に
取
り
入
れ
て
、

よ
く
手
入
れ
も
さ
れ
て
い

る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

全
体
的
に
は
、
花
だ
け

で
な
く
緑
の
中
に
コ
ン
テ

ナ
な
ど
で
花
を
あ
し
ら
う

と
、
花
だ
け
の
き
れ
い
さ

よ
り
美
し
さ
が
増
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、
自
分
が

楽
し
み
、
他
の
人
に
も
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
す
る

気
持
ち
が
見
受
け
ら
れ
た

審
査
で
し
た
。

講
評



平
成
17
年
４
月
25
日（
月
）か
ら
始

ま
っ
た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
双
葉
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
社
会
実
験
が
平
成
18
年
９
月

30
日（
土
）
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
な
が
ら
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と

Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
便
性
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
新
規
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
購

入
さ
れ
る
人
ま
た
は
法
人
事
業
所
に
対

し
、
双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
甲
斐
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外

国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
普
通
自

動
車
運
転
免
許
証
を
保
有
す
る
人

・
甲
斐
市
に
事
業
所
を
保
有
し
、
法
人

設
立
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
法
人

■
補
助
要
件

・
新
規
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
購
入
、
取
付

け
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
（
予
定
を
含
む
）

を
平
成
18
年
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
９

月
11
日
（
月
）
ま
で
に
行
う
こ
と
。

・
上
記
の
要
件
を
満
た
し
、
平
成
18
年
９

月
１
日
（
金
）
か
ら
９
月
30
日
（
土
）

ま
で
の
間
に
双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
５

回
以
上
利
用
す
る
こ
と
（
入
口
・
出
口

の
利
用
は
問
い
ま
せ
ん
）。

■
補
助
金
額

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
費
等
に
対
す
る

補
助
金
　
１
件
あ
た
り
５
０
０
０
円

・
双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
５
回
以
上
利

用
し
た
際
の
高
速
道
路
利
用
料
金
補

助
　
上
限
３
０
０
０
円

■
注
意
事
項

・
こ
の
補
助
金
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入

の
み
、
ま
た
は
高
速
道
路
利
用
料
金

補
助
の
み
の
単
独
で
は
受
け
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん

・
双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
状
況
を
確

認
す
る
た
め
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
照
会
サ
ー

ビ
ス
」
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を

利
用
し
ま
す
。
そ
の
際
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー

ド
番
号
と
車
両
番
号
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
利
用
履
歴
照
会
の
た
め
の
承

認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
本
補
助
制
度
に
よ
り
新
規
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
載
器
を
設
置
し
た
以
外
の
車
両
で
、

双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
た
場

合
は
補
助
金
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
昨
年
度
甲
斐
市
で
実
施
し
た
双
葉
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
モ
ニ
タ
ー
募
集
の

た
め
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
費
補
助
金

の
交
付
を
受
け
た
人
は
、
今
回
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

■
募
集
件
数

１
８
０
件
　
※
件
数
に
達
し
次
第
、

申
請
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

平
成
18
年
８
月
１
日（
火
）か
ら

平
成
18
年
９
月
20
日（
水
）ま
で

■
申
請
書
提
出
先
は
…

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

■
提
出
す
る
も
の

募
集
期
間
中
（
８
月
１
日
か
ら
９
月

20
日
ま
で
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
裏
面
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
費
補

助
金
交
付
申
請
書
」

・
申
請
日
ま
で
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
購

入
、
取
付
け
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
完
了

し
て
い
る
人
は
領
収
書
（
コ
ピ
ー
可
）

※
申
請
後
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
購
入
、
取

付
け
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
人
は
「
交

付
申
請
書
の
購
入
予
定
額
欄
」
に
予
定
金

額
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
購
入
後
に
領

収
書
（
コ
ピ
ー
可
）
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
提
出
時
に
持
参
す
る
も
の

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
　
・
運
転
免
許
証

・
印
鑑

■
補
助
金
の
交
付

補
助
金
申
請
書
の
記
載
事
項
の
審
査

お
よ
び
双
葉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
状

況
を
確
認
後
、
適
正
と
認
め
た
場
合
は

申
請
者
あ
て
に
「
補
助
金
交
付
決
定
通

知
書
」、「
補
助
金
交
付
請
求
書
」
を
送

付
し
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
人
は
、

補
助
金
交
付
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
平
成
18
年
11
月
30
日
（
木
）
ま

で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）。
提
出
期
限
を

過
ぎ
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

都
市
計
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
９
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こ
の
２
躯く

の
仏
像
は
、
平
成
７
年

春
に
大
下
条
地
区
・
中
下
条
地
区
に

ま
た
が
る
松
ノ
尾
遺
跡
か
ら
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
遺
跡
か
ら
一
緒
に
出
土

し
た
土
器
の
形
か
ら
仏
像
は
、
平
安

時
代
（
11
世
紀
末
か
ら
12
世
紀
初
頭
）

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
躯
の
仏
像
は
、
銅

製
で
す
。
大
き
さ
は
台

座
が
残
っ
て
い
る
も
の

が
７
・
１
６
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
残
っ
て
い
な

い
も
の
が
５
・
４
６
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
小
さ
く
、
重
さ
は

１
３
３
グ
ラ
ム
と
90
グ
ラ
ム
で
す
。

台
座
の
残
っ
て
い
る
仏
像
に
は
、
胸

に
金
が
残
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
金

色
に
輝
く
仏
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
頭
に
は
冠
を
つ

け
る
台
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
す
。
手
の
組
方
や
座
り
方
、

右
肩
を
出
し
、
左
肩
の
み
を
覆
う

袈
裟
け

さ

の
着
方
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
両

仏
像
は
、
宝
冠

ほ
う
か
ん

阿
弥
陀
如
来
坐
像

あ
み
だ
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
信
仰
の
象
徴
で
あ
る
仏
像
が

甲
斐
市
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
こ
と

は
、
当
時
こ
の
周
辺
で
信
仰
が
盛
ん

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、
仏
像
を

持
つ
こ
と
の
で
き
る
有
力
者
の
存
在

が
う
か
が
え
ま
す
。
県
内
で
平
安
時

代
の
仏
像
が
出
土
し
た
の
は
始
め
て

で
、
同
じ
遺
跡
か
ら
２
躯
の
仏
像
が

発
見
さ
れ
た
の
は
全
国
で
も
珍
し

く
、
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

山
県
大
弐
は
享
保
10
年
（
１
７
２

５
）
篠
原
村
に
生
ま
れ
、
名
は
昌
貞
ま
さ
さ
だ

、

柳
荘
り
ゅ
う
そ
う
な
ど
と
号
し
、
通
称
大
弐
と
称

し
て
い
ま
し
た
。
甲
府
の
与
力
や
医

者
と
し
て
働
き
な
が
ら
儒
学
を
学

び
、
後
に
江
戸
で
儒
学
や
兵
法
の
塾

を
開
き
、
多
く
の
門
人
を
集
め
ま
し
た
。

宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）
に
『
柳
子

新
論
』
を
著
し
、
四
民
平
等
、
尊
王

論
を
唱
え
ま
し
た
が
、

こ
の
中
に
徳
川
幕
府

を
批
判
し
た
内
容
が

あ
り
、
明
和
３
年
（
１

７
６
６
）捕
ら
え
ら
れ
、

翌
年
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
連

座
を
恐
れ
た
関
係
者
た
ち
に
よ
っ
て

大
弐
の
多
く
の
著
書
な
ど
は
破
棄
さ

れ
た
た
め
、
現
在
山
県
神
社
に
残
る

７
点
の
自
筆
書
は
大
変
貴
重
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

銅
造
仏
形
座
像

ど
う
ぞ
う
ぶ
つ
ぎ
ょ
う
ざ
そ
う

山
梨
県
指
定
考
古
資
料

平
成
８
年
５
月
２
日
指
定

山
県

や
ま
が
た

大
弐

だ
い
に

自
筆

じ
ひ
つ

著
書

ち
ょ
し
ょ

並
墨
書

な
ら
び
に
ぼ
く
し
ょ

山
梨
県
指
定
典
籍
・
書
跡

昭
和
44
年
11
月
20
日
指
定

先
月
号
で
紹
介
し
た
、
旧

き
ゅ
う

巨
摩
郡

こ

ま

ぐ

ん

北
山
筋
山
中

き
た
や
ま
す
じ
さ
ん
ち
ゅ
う

十
二

じ
ゅ
う
に

箇か

村そ
ん

共
有
文
書

き
ょ
う
ゆ
う
も
ん
じ
ょ

・

箱は
こ

・
袱
紗

ふ

く

さ

の
保
管
場
所
は
島
上
条
１

０
２
０
番
地
、
所
有
者
住
所
は
上
福

沢
１
２
４
番
地
に
な
り
ま
す
。



臨
時
職
員
登
録
者
募
集

次
の
職
種
に
つ
い
て
臨
時
職
員
の
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

職
種

一
般
事
務
・
保
育
士

栄
養
士
・
調
理
員

任
用

臨
時
職
員
登
録
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
、
職
員
に
欠
員
等
が
生
じ
た
場

合
任
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

人
事
課（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

保
健
師
・
健
康
運
動
指
導
士
募
集

職
種

保
健
師
（
臨
時
職
員
）

応
募
資
格

保
健
師
資
格
取
得
者
で
心

身
と
も
に
健
康
な
人

日
額

９
、
４
０
０
円

(

そ
の
他
待
遇
は
甲
斐
市
規
定
に
よ
る)

募
集
人
員

若
干
名

職
種

健
康
運
動
指
導
士
（
嘱
託
）

応
募
資
格

健
康
運
動
指
導
士
資
格
取

得
者
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人

月
額

経
験
年
数
等
に
よ
り
　

２
３
０
、
０
０
０
円
〜
２
５
０
、
０
０
０
円

(

そ
の
他
待
遇
は
甲
斐
市
規
定
に
よ
る)

募
集
人
員

１
名

■
問
い
合
わ
せ
は
…

業
務
内
容
に
つ
い
て

健
康
増
進
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
４
７
３
５

任
用
条
件
に
つ
い
て

人
事
課（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４
　

保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
年
税
額
は
８
月
に
決
定

今
年
度
の
確
定
年
税
額
は
、
８
月
に

決
ま
り
ま
す
。
詳
し
く
は
来
月
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
１
・
２
期
の
仮
算
定
で
納
め

た
税
額
と
、
３
〜
８
期
の
本
算
定
後
に

納
め
る
税
額
の
合
計
が
年
税
額
と
な
り

ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
必
ず

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
付
は
簡
単
、
便
利
な
口
座
振
替
で

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
を
便
利
な

口
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か
。
預
金
通
帳

と
届
出
印
、
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て

金
融
機
関
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
か
ら
市
役
所
で
登
録
す
る
ま

で
に
１
か
月
程
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
直
前
に
申
し
込
み
を

し
た
場
合
、
希
望
の
納
期
か
ら
口
座
振

替
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
の

制
度
を
ご
存
知
で
す
か

国
民
健
康
保
険
で
は
、
世
帯
の
個
人

が
、
１
か
月
に
１
医
療
機
関
（
総
合
病
院

は
診
療
科
ご
と
、
入
院
と
外
来
は
別
）
で

保
険
証
が
使
え
る
医
療
費
（
入
院
時
の
食

事
代
や
保
険
が
き
か
な
い
診
療
は
対
象

外
）
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た

場
合
、
そ
の
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
が
決
定

す
る
ま
で
は
、
診
療
を
受
け
た
月
か
ら

約
３
か
月
か
か
り
ま
す
。
該
当
者
に
は

担
当
か
ら
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
通

知
が
届
い
て
か
ら
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
。限

度
額
は
、
所
得
や
年
齢
等
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。
ま
た
、
所
得
の
申
告
を

し
て
い
な
い
と
限
度
額
が
多
く
な
る
事

も
あ
り
ま
す
の
で
、
所
得
が
無
く
て
も

必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
国
民
健
康
保
険
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
院
時
食
事
代
の
減
額
に
つ
い
て

標
準
負
担
減
額
認
定
証
ま
た
は
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院
中
の
食
事

代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
が
な
い
と
減
額
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
と
な
る
人
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
国
民
健
康
保

険
加
入
者
お
よ
び
老
人
医
療
受
給
者

※
今
年
度
か
ら
、
課
税
世
帯
で
も
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
、
印
鑑
、
70
歳
以
上
の
人
は

老
人
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
高
齢
受

給
者
証

老
人
保
健
負
担
額
が
変
更
に
な
り
ま
す

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
10
月
よ
り

一
定
以
上
（
現
役
並
み
）
所
得
者
の
負
担

割
合
が
２
割
か
ら
３
割
に
変
更
に
な
り

ま
す
。
８
月
下
旬
か
ら
該
当
す
る
人
に

は
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
古
い
受

給
者
証
は
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

毎
年
１
回
、
誕
生
月
の
初
旬
に
現
況

届
を
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受

給
者
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
権
利
が
あ
る

か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
返
送
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
で
す
。

し
か
し
、
12
月
生
ま
れ
の
人
か
ら
現

況
届
の
提
出
を
原
則
不
要
と
し
、
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

受
給
者
の
現
況
確
認
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
場
合
に
は
届
出
が
引
き

続
き
必
要
で
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
か
ら
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

①
加
給
年
金
額
を
う
け
て
い
る
場
合

②
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め
診
断
書

の
提
出
が
必
要
な
場
合

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
社
会
保
険
事
務
所
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
１
０
５
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国
土
交
通
省
で
は
、
懇
談
会
・
説
明

会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
な
が
ら

新
山
梨
環
状
道
路「
北
部
区
間
」概
略
計

画
の
策
定
を
進
め
、
概
ね
の
ル
ー
ト
帯

や
横
断
図
を
平
成
17
年
２
月
に
新
聞
折

込
で
公
表
し
ま
し
た
。

現
在
、
北
部
区
間
は
設
計
に
必
要
な

環
境
調
査
等
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
ま
だ
具
体
的
な
計
画
は
策
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
甲
斐
市
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
よ
う
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

説
明
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
国
土
交

通
省
が
行
い
ま
す
。
内
容
は
、
概
略
計

画
決
定
ま
で
の
経
緯
、
整
備
効
果
、
概

ね
の
ル
ー
ト
位
置
と
構
造
に
つ
い
て
、

今
後
の
進
め
方
な
ど
で
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

内
容
は
２
回
と
も
同
じ
で
す
。

日
時
　
８
月
11
日（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜

場
所
　
双
葉
公
民
館
ホ
ー
ル

日
時
　
８
月
25
日（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜

場
所
　
敷
島
総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
室

■
説
明
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
…

都
市
計
画
課（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
９

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

こ
の
制
度
は
、
く
み
取
り
便
所
を
水

洗
便
所
に
改
造
し
て
下
水
道
に
接
続
す

る
工
事
を
行
う
使
用
者
に
、
最
高
７
万

円
の
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

便
所
の
悪
臭
や
ハ
エ
の
発
生
が
な
く
な

り
環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
下

水
道
へ
一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
及
び
そ
の
他
の
法
人

で
な
い
こ
と

下
水
道
は
何
で
も
流
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

先
日
、
岩
森
地
区
で
雑
巾
や
軍
手
が

下
水
管
に
流
れ
込
ん
だ
た
め
に
、
汚
水

が
逆
流
し
て
下
水
道
が
使
え
な
く
な
り

ま
し
た
。
下
水
道
に
接
続
し
て
も
、
何

で
も
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
雑
巾
、
軍
手
な
ど
の
布
類
　
下
水
管

が
つ
ま
り
下
水
道
が
使
え
な
く
な
る
の

で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙

水
に
溶
け
に
く
い
紙
は
、
下
水
管
が
つ

ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
て
ん
ぷ
ら
油
、
野
菜
く
ず
　
下
水
管

が
つ
ま
り
、
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

・
風
呂
、
洗
面
所
の
毛
髪

下
水
管
の

つ
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
目

皿
の
毛
髪
を
こ
ま
め
に
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

・
お
酒
、
シ
ン
ナ
ー

揮
発
性
が
高
い

物
質
な
の
で
、
爆
発
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
に
な
る
場
合
は
別
々
の

お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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①
連
絡
事
項
　
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
に
つ
い
て

市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

（
量
水
器
）
を
無
料
で
取
り
替
え
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ

っ
た
場
合
は
、
修
理
内
容
に
よ
り
別
途

修
理
費
が
か
か
り
ま
す
）

該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委
託
業

者
が
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
伺
い
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

は
、
自
動
車
や
植
木
等
の
障
害
物
や
ペ

ッ
ト
の
庭
で
の
放
し
飼
い
で
作
業
が
困

難
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
作
業
し
や

す
い
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

取
り
替
え
対
象
地
区
と
期
間

対
象
区
域

奇
数
月
検
針
地
区

（
旧
竜
王
町
お
よ
び
旧
双
葉
町
地
区
）

期
間

８
月
中
旬
〜
９
月
上
旬（
１
回
目
）

10
月
中
旬
〜
11
月
上
旬
（
２
回
目
）

対
象
区
域

偶
数
月
検
針
地
区

（
旧
竜
王
町
お
よ
び
旧
双
葉
町
地
区
）

期
間

９
月
中
旬
〜
10
月
上
旬（
１
回
目
）

11
月
中
旬
〜
12
月
上
旬
（
２
回
目
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
業
務
課
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
３

貯
水
槽
水
道
の
衛
生
管
理
を

共
同
住
宅
や
ビ
ル
な
ど
で
、
貯
水
槽

水
道
（
受
水
槽
や
高
置
水
槽
の
あ
る
建

物
）
を
お
使
い
の
場
合
、
受
水
槽
以
降
の

設
備
、
水
質
の
管
理
は
、
建
物
の
所
有

者
ま
た
は
管
理
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

受
水
槽
が
汚
れ
て
い
る
と
安
心
し
て

水
道
水
を
飲
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
貯
水
槽
水
道
を
設
置
し
て

い
る
み
な
さ
ん
は
十
分
な
衛
生
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

水
槽
の
点
検
…
１
年
以
内
に
定
期
的
に

行
い
ま
し
ょ
う

施
設
の
点
検
…
マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
施

錠
、
亀
裂
の
有
無
、
防
虫
網
の
設
置
な

ど
の
点
検
を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

各
手
当
現
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
の
受
給
者
は
、

毎
年
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

現
況
届
の
用
紙
は
該
当
す
る
人
へ
お

送
り
し
ま
す
。
引
き
続
き
資
格
が
あ
っ

て
も
、
現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合
は

手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
・
提
出
先
は
…

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４
　

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６
　
　
　

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１
　
　
　

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
対
象
者

順
位
で
最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
一
人

に
対
し
、
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
人
）

４

３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
　

④
兄
弟
姉
妹

５
　
１
か
ら
４
以
外
の
３
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
方
法

各
庁
舎
の
福
祉
担
当
窓
口

に
請
求
用
紙
等
が
あ
り
ま
す
の
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
国
保
援
護
課
援
護
恩
給
担
当

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
５
４

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階)

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６
　
　
　

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１
　

児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
制
度
の
支

給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校

３
年
生
ま
で
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

に
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
、
該
当
と
な
り
そ
う
な
人
に

は
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
対

象
児
童
が
い
て
も
手
続
き
を
し
な
い
と

支
給
で
き
ま
せ
ん
。
提
出
期
限
は
９
月

29
日
（
金
）
で
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の
人

は
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

現
在
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
受
給
資
格
確
認
の
た
め
、
毎

年
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
人
に
は
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
。
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
、
提
出
し
な
い
と
手
当
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
人
も
、

受
給
資
格
を
継
続
さ
せ
る
た
め
必
ず
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

１
　
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

２
　
父
が
死
亡
し
た
児
童

３
　
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童

４
　
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童
な
ど

※
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
（
受
給
可
能

状
態
に
あ
る
人
も
含
む
）
は
請
求
で
き
ま

せ
ん
。
受
給
者
以
外
で
支
給
要
件
に
該

当
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
の

交
付（
更
新
）申
請
に
つ
い
て

新
た
に
ひ
と
り
親
に
な
っ
た
人
、
ま

た
平
成
17
年
度
所
得
税
課
税
の
た
め
非

該
当
と
な
っ
て
い
た
人
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
８
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

要
件

１
　
ひ
と
り
親
等
が
本
市
に
住

所
を
有
し
、
平
成
18
年
度
（
平
成
17
年

中
）
の
所
得
税
が
非
課
税
の
人

２
　
ひ
と
り
親
等
の
配
偶
者
お
よ
び

扶
養
義
務
者
の
平
成
18
年
度
（
平
成
17

年
中
）
の
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
制
度

の
扶
養
義
務
者
の
所
得
限
度
額
未
満

の
人

※
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請

方
法
・
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
受
給

さ
れ
て
い
る
人
に
は
更
新
通
知
書
を
郵

送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば

親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽
し
ん
だ

り
、
友
達
を
作
っ
た
り
、
親
子
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
、
毎
週
火
・

水
・
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

火
曜
・
水
曜
日

０
〜
１
歳
半
児
対
象

金
曜
日

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

内
容

リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
12
日
（
土
）
･
26
日
（
土
）
も
開
催
し
ま

す
（
１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

楽
し
い
音
楽
や
お
歌
で
元
気
に
遊
び

ま
し
ょ
う
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
　
窪
田
敏
子
先
生

日
時

８
月
11
日
（
金
）

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と〈
座
談
会
〉

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
と
経
験
者

を
交
え
て
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
子

育
て
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

８
月
25
日
（
金
）
午
前
11
時
〜

＊
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
、
愛
育
会
会
員

に
よ
る
託
児
あ
り
ま
す
。

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談

保
育
園
や
児
童
館
の
情
報
、
育
児
相

談
な
ど
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
面
接
相

談
の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
登
録
受
付
中

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
な
ど
育
児
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
育
児
の
援

助
活
動
を
地
域
に
お
い
て
会
員
間
で
行

う
組
織
で
す
。

援
助
の
主
な
内
容

保
育
施
設
、
学
童

保
育
の
送
迎
お
よ
び
預
か
り
・
行
事

参
加
の
た
め
の
預
か
り
・
仕
事
を
休

め
な
い
時
の
預
か
り
な
ど

依
頼
会
員

市
内
在
住
、
生
後
３
か
月

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
人

協
力
会
員

市
内
在
住
、
有
資
格
者
ま

た
は
講
習
会
に
参
加
で
き
る
人
で
理

解
と
熱
意
の
あ
る
人
（
自
宅
で
の
預
か

り
ま
た
は
送
迎
の
で
き
る
人
）

利
用
料
金

通
常
預
か
り
（
１
時
間
）

平
日
　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
７
０
０
円

特
別
預
か
り
（
１
時
間
）
土
、
日
、
祝

日
・
早
朝
深
夜
・
軽
度
の
病
気
８
０
０
円

※
１
回
の
依
頼
に
つ
き
１
時
間
あ
た
り

２
０
０
円
の
助
成
（
１
回
の
助
成
対
象
は

３
時
間
ま
で
）

子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
人
・
預

か
っ
て
く
れ
る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

保
養
所
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
　
　
　
　

「
海
の
家
」「
山
の
家
」
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
す
る
利
用
券
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
ご
予
約
（
宿
泊
の
み
）
を
お
済

ま
せ
の
上
、
申
請
窓
口
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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入 札 結 果  

担当課 工　事　名 
工事場所 
（ 大字 ） 

工 期 
（ 契約翌日～ ） 

請負金額 (円) 業　者　名 

駅周辺 
整備室 

竜王駅南通り線 
道路新設工 事 
（ １工区 ） (明許 )

竜王新町 
地内 

平成 18年 
10月 31日　 

54,862,500
円 

中村建設・三澤工業 
竜王駅南通り線道路 
新設工 事 （1工区 ） （明 
許） 共同企業体 

平成１８年 6月1日　入札 

平成１８年 6月6日　入札 

担当課 工　事　名 
工事場所 
（ 大字 ） 

工 期 
（ 契約翌日～ ） 

請負金額 (円) 業　者　名 

教育 
総務課 

甲斐市立竜王小 
学校耐震補強及 
び大規模改修等 
建築主体工事 

篠原 
地内 

平成 19年 
2月 28日　 

128,625,000
円 

日経工業・佐藤工業 
甲斐市立竜王小学校 
耐震補強及び大規模 
改修等建築主体工事 
共同企業体 

教育 
総務課 

甲斐市立竜王小学校 
耐震補強及び大規模 
改修等電気設備工事 

篠原 
地内 

平成 19年 
2月 28日　 

19,110,000
円 
新光電 機 （有） 

教育 
総務課 

甲斐市立竜王小学校 
耐震補強及び大規模 
改修等機械設備工事 

篠原 
地内 

平成 19年 
2月 28日　 

9,502,500
円 
カネト工業 （株）

教育 
総務課 

甲斐市立敷島中 
学校体育館改築 
建築主体工事 

島上条 
地内 

平成 19年 
2月 28日　 

282,240,000
円 

長田組土木・中西建 
設甲斐市立敷島中学 
校体育館改築建築主 
体工事共同企業体 

教育 
総務課 

甲斐市立敷島中 
学校体育館改築 
電気設備工事 

島上条 
地内 

平成 19年 
2月 28日　 

20,580,000
円 
（有） 
竜新電気工事 

教育 
総務課 

甲斐市立敷島中 
学校体育館改築 
機械設備工事 

島上条 
地内 

平成 19年 
2月 28日　 

8,211,000
円 
（有） 
松本住宅産業 



●
海
の
家

相
　
良
（
静
岡
県
牧
之
原
市
）

御
前
崎(

静
岡
県
御
前
崎
市)

谷
　
浜
（
新
潟
県
上
越
市
）

●
山
の
家

尾
白
の
森
キ
ャ
ン
プ
場（
北
杜
市
白
州
町
）

篠
沢
･
大
滝
キ
ャ
ン
プ
場
（
北
杜
市
白
州

町
）
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
ビ
レ

ッ
ジ
（
甲
斐
市
上
芦
沢
）
ビ
ッ
グ
ホ
ー
ン

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
甲
斐
市
上
芦
沢
）

利
用
期
間

８
月
31
日
（
木
）
ま
で

利
用
券
申
請
期
限

８
月
25
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
利
用
者
が
甲
斐
市
に
お
住
ま
い
の
こ

と
が
分
か
る
も
の
（
免
許
証
・
住
所
記
入

の
健
康
保
険
証
等
）

・
海
の
家
に
宿
泊
の
場
合
は
、
予
約
受

付
書
（
新
潟
県
谷
浜
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
広
報
６
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
３

消
費
者
講
座「
日
銀
」を
見
学

内
容

日
本
銀
行
甲
府
支
店
見
学

日
時

８
月
23
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

集
合
・
解
散
場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

（
午
前
８
時
45
分
集
合
、
正
午
解
散
）

講
師

日
本
銀
行
甲
府
支
店
職
員

定
員

30
人
（
子
ど
も
は
参
加
不
可
）

参
加
料
　
無
料

受
付
期
間

８
月
８
日
（
火
）
〜
８
月
15

日
（
火
）
平
日
業
務
時
間
内
で
電
話
受

付
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
当
日
は
、
バ
ス
で
行
き
、
公
文
庫
の

見
学
や
支
店
の
業
務
内
容
な
ど
の
説
明

を
受
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

親
子
の
遊
び
教
室

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同

士
の
情
報
交
換
を
し
た
り
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
親

日
時

８
月
31
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

内
容

託
児
付
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
子
ど
も

は
別
室
に
て
託
児
し
ま
す
）

持
ち
物

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
（
体
操
の
で
き
る
服
装
）、

お
む
つ
、
子
ど
も
の
飲
み
物
、
バ
ス

タ
オ
ル
等

定
員

30
組
（
完
全
予
約
制
）

講
師

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
山
口
恵
理
子
（
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」）

参
加
料

無
料

受
付
期
間

８
月
７
日
（
月
）

午
前
９

時
〜
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
み
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

点
字
講
習
会（
入
門
編
）受
講
者
募
集

初
め
て
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

基
礎
か
ら
勉
強
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
１
日
か
ら
11
月
24
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
11
月
３
日
は
祝
日
の
た
め
休
み
、

11
月
17
日
は
11
月
16
日
（
木
）
に
変
更

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
　

点
字
に
興
味
の
あ
る
人
、
講
習
会
終

了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
人

定
員

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料

無
料
（
点
字
機
１
、
０
０
０
円

は
参
加
者
負
担
）

内
容

・
点
字
図
書
の
基
礎
知
識

・
点
訳
の
方
法
お
よ
び
実
技

・
身
体
障
害
者
福
祉
の
概
要
　

■
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議
会

敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４

竜
王
支
所

０
５
５
（
２
７
９
）
１
１
１
２
　

０
５
５
（
２
７
９
）
１
１
１
４

双
葉
支
所

０
５
５
１
（
２
８
）
５
１
０
０
　

０
５
５
１
（
２
８
）
３
４
３
１

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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● 竜王北部公民館こどもふれあい教室 
■ 受付開始… 8月 2日 （ 水 ） 午前９時から電話で受 付 （ 定員になり次第締切 ） ■ 受講対象者… 市内在住小中学生　 ■ 受講料 … 無 料 
■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館 055（ 276） 7511

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

絵手紙にチャレンジ 家にある野菜や果物を素材に絵手紙にチ ャレンジしてみよう 。 
20人 

４回 
８月 17日 （ 木 )・ 18日 (金 )・ 
24日 (木 )・ 25日 (金 )
午前１ 0時 00分～ 11時 30分 

日本絵手紙協会 
公認講師 
清水芙美枝 

200円 /古いタオル 、 書道の筆 
（ 大 )１本 、 水彩絵の具 、 絵の具筆 
１本 、 パレット 、 筆洗い 、 描くも 
の （ ジャガイモなど野菜か果物 ） 

● 竜王南部公民館わくわくチャレンジ塾 
■ 受付開始… 8月 1日 （ 火 ） 午前９時から電話で受 付 （ 定員になり次第締切 ） ■ 受講対象者… 子ど も （ 小学生以下は大人と ） ～大人まで　 
■ 受講料 … 無料　　 ■ 申し込み・問い合わせは…竜王南部公民館 055（ 276） 0711

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

夏休みお助け教室 
「 染めを楽しもう 」 

藍染め・絞り染め・手描き染めで 、 身の 
回りの品を染めます 。 オリジナルな作品 
は学校に提出ＯＫ 。 

20人 

８月９日 、 10日 
（ 10： 00～ 15： 00） 
８月 11日 
（ 10： 00～ 12： 00） 

現代アート染色家 
堀内ゆりか 500円 



平
和
映
画
会
・
写
真
展

８
月
15
日
は
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和

を
祈
願
す
る
日
で
す
。

子
ど
も
達
に
戦
争
の
な
い
平
和
な
社

会
の
尊
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
平

和
映
画
会
と
写
真
展
を
行
い
ま
す
。

平
和
映
画
会

日
程

８
月
10
日
（
木
）

上
映
　
午
後
２
時
〜
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

上
映
作
品

平
和
教
育
映
画「
さ
よ
な
ら
カ
バ
く
ん
」

（
ア
ニ
メ
25
分
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
ロ
ボ
ッ
ツ
」

（
ア
ニ
メ
90
分
）

入
場
料

無
料

※
送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す
。
竜
王
北
部

公
民
館
前
と
敷
島
総
合
文
化
会
館
駐
車

場
に
用
意
し
ま
す
の
で
、
午
後
１
時
20

分
ま
で
に
、
徒
歩
か
自
転
車
で
集
ま
っ

て
く
だ
さ
い
。

写
真
展

日
程
・
場
所

８
月
８
日
（
火
）
〜
８
月
16
日
（
水
）

敷
島
総
合
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

８
月
９
日
（
水
）
〜
８
月
16
日
（
水
）

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
北
部
公
民
館

展
示
「
六
角
堂
」（
切
子
）

期
間

８
月
10
日
（
木
）
〜
10
月
12
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

竜
王
中
部
公
民
館

展
示
「
水
彩
の
会
」（
水
彩
画
）

期
間

９
月
14
日
（
木
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

竜
王
南
部
公
民
館

展
示
「
竜
墨
会
」（
墨
絵
）

期
間
　
８
月
22
日（
火
）〜
10
月
20
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

20
周
年
記
念
竜
王
南
部
公
民
館
ま
つ
り

会
場

竜
王
南
部
公
民
館
・
南
部
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド

●
８
月
19
日
（
土
）
開
会
式

午
前
10
時

舞
台
発
表

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

展
示
発
表

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時

か
る
た
に
親
し
む

午
後
１
時
〜
３
時

お
ま
つ
り
村

午
後
３
時
〜
８
時
30
分

航
空
高
校
生
上
演
・
模
擬
店
・
抽
選

会
・
花
火
・
手
作
り
品
販
売
等

●
８
月
20
日
（
日
）

展
示
発
表

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

午
前
９
時
〜
正
午

●
染
色
無
料
体
験

藍
染
で
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
を
創
り
ま
す

会
場

竜
王
南
部
公
民
館
工
作
室

日
時

８
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
３
時

受
付

当
日
工
作
室
に
て

対
象

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

定
員

40
人
　

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
参
加
チ
ー
ム
募
集

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
第
２

回
甲
斐
市
リ
ー
グ
戦
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格

男
子
の
部

市
内
在
住
の
男
子
で
構
成

さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
（
全
日
制
の
学
生

は
除
く
）

女
子
の
部

市
内
在
住
の
既
婚
女
性
で

編
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
（
未
婚
女
性

も
参
加
・
試
合
出
場
は
２
人
ま
で
）

※
市
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
も

参
加
で
き
ま
す

参
加
料

１
チ
ー
ム
２
、
０
０
０
円

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
未
登
録
団
体
は
、

１
、
０
０
０
円
の
協
会
登
録
料
が
必
要
）

申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
要
項
、

申
込
用
紙
を
配
布
。
直
接
持
参
ま
た

は
８
月
14
日
（
月
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
要
項
・
申
込
用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

監
督
会
議

８
月
22
日
（
火
）

午
後
７
時
30
分
〜
　
竜
王
北
部
公
民
館

開
会
式

８
月
26
日
（
土
）

午
後
８
時
〜
　
竜
王
小
学
校
体
育
館

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
参
加
者
募
集

市
バ
レ
ー
ボ
ル
協
会
で
は
、
市
民
を

対
象
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

９
月
１
日
（
金
）、
４
日
（
月
）、

８
日
（
金
）、
11
日
（
月
）、
15
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

対
象

小
学
３
年
生
以
上
の
市
内
在
住
者

会
場

双
葉
体
育
館

参
加
料

無
料
　
※
当
日
受
付
あ
り

■
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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甲
斐
市
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

市
で
は
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で

安
全
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
今
後

も
積
極
的
に
平
和
推
進
事
業
に
取
り

組
む
た
め
「
甲
斐
市
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

宣
言
文世

界
の
恒
久
平
和
と
安
全
の
実
現

は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

す
べ
て
の
人
類
は
、
安
全
で
平
和

な
生
活
を
営
む
権
利
を
有
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
世
界
中
で
は
戦
争
が
絶

え
ず
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
は
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
、
世
界
の
人
々
に
被
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
訴
え
、
あ
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ

せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

非
核
三
原
則
を
踏
ま
え
、
世
界
に

向
け
て
核
兵
器
の
廃
絶
と
軍
縮
を
求

め
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
築

く
こ
と
を
希
求
し
、
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
「
甲
斐
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。



巡
回
無
料
法
律
相
談
会

日
時

８
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時
（
予
約
不
要
）

受
付

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

相
談
会
場

竜
王
北
部
公
民
館

相
談
内
容

離
婚
・
相
続
・
土
地
・
建
　

物
の
賃
貸
借
・
交
通
事
故
・
損
害
賠

償
・
サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題
他

相
談
方
法

面
談
の
み
　
受
付
時
間
内

に
、
関
係
資
料
を
持
参
し
、
相
談
内
　

容
を
手
元
に
ま
と
め
て
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
場
合
に
よ
っ
て
は
先
着
30
名
前
後
で

打
ち
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

（
財
）
法
律
扶
助
協
会
山
梨
県
支
部
・

山
梨
県
弁
護
士
会

０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
０
２

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ
る
市
民
法
律
講

座
お
よ
び
無
料
法
律
相
談
会

市
民
法
律
講
座

テ
ー
マ
「
消
費
者
金
融
に
お
け
る
高
金

利
に
つ
い
て
」
過
払
い
金
返
還
事
例
を

交
え
て

開
催
日

８
月
５
日
（
土
）

講
演

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

（
予
約
不
要
・
入
場
料
無
料
）

講
師

清
水
　
毅

無
料
法
律
相
談
会

開
催
日

８
月
５
日
（
土
）

受
付

午
後
３
時
〜
４
時
（
予
約
不
要
）

相
談

午
後
３
時
〜
５
時
（
30
分
単
位
）

相
談
内
容

・
生
活
保
護
、
サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

等
多
重
債
務
に
関
す
る
法
律
相
談

・
健
康
食
品
、
欠
陥
商
品
被
害
に
関
す

る
法
律
相
談

・
そ
の
他
の
法
律
相
談

場
所

山
梨
県
弁
護
士
会
館

（
甲
府
市
中
央
１
ー
８
ー
７
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
弁
護
士
会

０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
０
２

農
業
体
験
参
加
者
募
集

秋
ジ
ャ
ガ
イ
モ
種
ま
き
体
験

市
双
葉
自
立
経
営
農
業
振
興
会
で
は
、

夏
に
ま
い
て
秋
に
収
穫
出
来
る
秋
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
種
ま
き
体
験
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
秋
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
種
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時

８
月
18
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

※
雨
天
の
場
合
は
８
月
19
日
（
土
）
に
延
期

場
所

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
隣

の
畑

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者

募
集
定
員

30
名

申
込
方
法

８
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

親
子
キ
ュ
ウ
リ
収
穫
体
験

市
双
葉
自
立
経
営
農
業
振
興
会
で
は
、

農
作
業
体
験
学
習
事
業
と
し
て
、
地
元

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
農
家
の
協
力
に
よ
り
、

収
穫
体
験
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
参

加
者
に
は
、
採
れ
た
て
キ
ュ
ウ
リ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時

８
月
20
日
・
27
日
（
日
）

午
後
４
時
〜
５
時
　
※
雨
天
決
行

場
所

参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

参
加
資
格

市
内
在
住
在
勤
者
の
親
子
２
人
組

募
集
定
員

先
着
10
組

申
込
方
法

８
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り

山
縣
大
弐
お
よ
び
門
下
生
等
役
募
集

日
程

９
月
23
日
（
土
）
秋
分
の
日

対
象

山
縣
大
弐
　
成
人
男
子
１
名

門
下
生
等
　
中
学
生
以
上
の
男
子
８
名

内
容

そ
れ
ぞ
れ
の
扮
装
を
し
て
参
道

を
仮
装
行
列
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

運
動本

年
度
も
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
期

間
、
県
下
一
斉
の
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
広
報
車

に
よ
る
啓
発
お
よ
び
街
頭
啓
発
等
を
実
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８月12日（土）、日本航空学園において野外
コンサートが開催されることに伴い、周辺道
路において交通規制が行われます。当日は交
通集中による渋滞なども予想されますので、
ご理解ご協力をお願いします。
なお、コンサートの関係で９日から会場で

音響等のチェックが行われますので、併せて
ご承知ください。

８月12日（土）、日本航空学園周辺で
交通規制が行われます

駐停車禁止 

全面通行止 

日
本
航
空
学
園 

塩
崎
駅
 

双
田
橋 



施
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
軽
減
等
に
効
果

的
で
す
の
で
、
着
用
を
徹
底
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

厚
生
労
働
省
と
山
梨
県
で
は
、
本
年

７
月
31
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、
毎
月

勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が
指

定
し
た
全
国
の
調
査
区
で
、
常
用
労
働

者
を
１
〜
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

を
対
象
に
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
雇
用

の
実
態
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
８

月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
、
統

計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
以
外
の
目

的
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
企
画
部
統
計
調
査
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
４
１

女
性
の
再
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
開
催

出
産
や
子
育
て
・
介
護
が
一
段
落
し

て
再
就
職
を
め
ざ
す
女
性
を
応
援
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
セ
ミ
ナ
ー

日
時

９
月
12
日
（
火
）
・
13
日
（
水
）

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階
研
修
室

内
容
　
再
就
職
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会

定
員

30
名

※
１
日
の
み
の
参
加
も
可
、
託
児（
無
料
）

も
あ
り
ま
す
。

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

日
時
９
月
14
日
（
木
）
15
日
（
金
）

概
ね
１
人
１
時
間
程
度
（
予
約
制
）

場
所
　
敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階
研
修
室

内
容
　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
個
々
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
、
個

別
相
談

※
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん

定
員
　
20
名

申
込
方
法

県
労
政
雇
用
課
へ
電
話
で
　
　

●
再
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
時
　
９
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
ア
ピ
オ
甲
府

内
容

中
高
年
齢
者
再
就
職
支
援
事
業

で
実
施
す
る
合
同
就
職
面
接
会
に
参

加
す
る
形
に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

申
込
不
要
。
企
業
の
方
は

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
料

無
料

※
セ
ミ
ナ
ー
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加
は
、
雇
用
保
険
の

失
業
の
認
定
に
お
け
る
求
職
活
動
実
績

に
該
当
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
労
政
雇
用
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
３

ふ
る
さ
と
山
梨
就
職
フ
ェ
ア
の
開
催

学
生
を
含
む
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン

希
望
者
の
県
内
へ
の
就
職
促
進
と
県
内

企
業
の
人
材
確
保
を
図
る
た
め
開
催
し

ま
す
。

日
時

８
月
17
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

（
受
付
　
正
午
〜
）

場
所

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

対
象

●
県
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る

平
成
19
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
・

短
大
・
専
修
学
校
生
を
含
む
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
　
　
　
　
　

●
県
内
に
事
業
所
・
支
店
等
が
あ
り

県
内
を
就
業
地
と
す
る
求
人
の
あ
る

企
業

内
容

県
内
企
業
等
と
の
面
接
会
・
専

門
職
員
に
よ
る
職
業
相
談
な
ど

参
加
費

無
料

参
加
方
法

申
し
込
み
不
要
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●８月８日（火）は臨時休館します。

●優秀映画鑑賞推進事業
漫画や児童文学をもとに、子どもや老人の眼から家
族や社会を見つめた1990年代の秀作を二日にわたり
ニ本立てで上映します。
日時 ９月９日（土）

「櫻の園」出演＝中島ひろ子、つみきみほ他
「大誘拐」出演＝北林谷栄、緒形拳他　
９月10日（日）
「お引越し」出演＝田畑智子、中井貴一他
「毎日が夏休み」出演＝佐野史郎、風吹ジュン他
両日とも12時30分開場　午後１時上映開始

料金 一日券３００円、二日とおし券５００円　
全席自由

※チケットはふれあい文化館事務室および市内各プレ
イガイドで発売中です。

●平成18年度地域の芸術文化環境づくり支援事業
ファミリーミュージカル「トム・ソーヤー物語」
日時　10月１日（日）

１回目　午前10時開場　午前10時30分開演
２回目　午後１時30分開場　午後２時開演

出演 劇団フジと地元の小中学生
料金 大人券（高校生以上） １，０００円

小人券（中学生以下） ５００円
全席自由

※チケットはふれあい文化館事務室および各プレイガ
イドで近日発売予定です。

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール
事務室　 0551（20）3660



※
面
接
希
望
者
は
、
面
接
を
希
望
す
る

企
業
分
の
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
労
政
雇
用
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
２

子
ど
も
の
就
職
に
悩
む
親
の
た
め
の

就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
開
催

若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
子

ど
も
の
就
職
に
関
す
る
親
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
お
よ
び
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。

日
時

８
月
25
日
（
金
）

午
後
１
時
30

分
〜
（
受
付
０
時
30
分
〜
）

場
所

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　

別
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
　
　
　
　

対
象

お
お
む
ね
15
歳
か
ら
34
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
持
つ
親
ま
た
は
そ
の
家

族
、
教
員
、
そ
の
他
本
セ
ミ
ナ
ー
に

関
心
の
あ
る
人

内
容

第
１
部
　
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
　

第
２
部
　
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

参
加
料

無
料

参
加
方
法

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

定
員

第
１
部
　
１
０
０
名
程
度
　

第
２
部
　
10
名
程
度

■
申
し
込
み
は
…

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
　

０
５
５
（
２
３
３
）
４
５
１
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
労
政
雇
用
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
６
２
　

切
手
教
室
参
加
者
募
集

日
時

８
月
４
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

内
容
　
使
用
済
み
切
手
を
使
っ
た
し
お
り

作
り
や
切
手
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
等

対
象

小
中
学
生

定
員

30
名
（
保
護
者
の
同
伴
可
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
郵
便
局
総
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
７
４
８
５

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス「
放
送
大
学
」

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
現
在
、
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
教

養
学
部
生
お
よ
び
大
学
院
生
を
募
集
中

で
す
。

出
願
受
付
期
間

８
月
15
日
（
火
）
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
は
…

放
送
大
学
　
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
５
１
）
２
２
３
８

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

便
利
で
安
全
な
電
気
は
、
生
活
や
作

業
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。
し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
る

と
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
特
に
、
夏
季
に
は
電
気
に

よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
電
気
を
正
し
く
安
全
に
使
う

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
　
漏
電
遮
断
器
を
取
り
付
け
て
電
気
　

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

２
　
ア
ー
ス
線
は
し
っ
か
り
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
。

３
　
タ
コ
足
配
線
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

４
　
プ
ラ
グ
は
と
き
ど
き
点
検
し
ま
し

ょ
う
。

５
　
取
扱
説
明
書
に
そ
っ
た
使
い
方
を

し
ま
し
ょ
う
。
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交通情報の活用について

例年、夏季行楽期や旧盆期間中は、中央自動車道
や富士北麓地域などの観光地の幹線道路で、渋滞が
発生しています。今年も発生が予想されますので、
道路交通情報を事前に収集して、上手に道路を利用
してください。
《情報収集方法》
○ラジオ放送

ＮＨＫ甲府・ＹＢＳラジオ・ＦＭ富士
○問い合わせ先
道路交通情報に関する問い合わせは
日本道路交通情報センター（甲府センター）
055（232）5000

ホームページ　http://www.jarti.or.jp/
中央自動車道の詳しい情報については　
中日本高速道路株式会社
ホームページ　http://www.nexco.ne.jp/          

無謀運転の追放

昨年県内で発生した、交通死亡事故等重大事故の
発生状況を見ると、国道・市町村道を中心として、
宵の口および深夜から早朝にかけて多く発生してい
ます。
これらの事故の特徴は、速度の出し過ぎ、通行帯

を守らない、飲酒運転などいわゆる無謀運転による
ものです。
また、前方不注意（脇見運転）、ハンドル・ブレー

キ操作不適など運転者の基本的マナーが守られてい
ないことによる車両単独事故も多く発生していま
す。
特に、夏休み期間中は、解放感から深夜における

若者の無謀運転が原因となる事故が多くなる時期で
もあります。
無謀運転による交通事故の犠牲者をひとりでもな

くし、「安全で快適なくるま社会」を築くために、
○　速度の出し過ぎや飲酒運転の厳禁
○　疲労による居眠り運転の防止
○　シートベルト・チャイルドシートの着用の徹底
○　運転中の携帯電話使用の禁止
○ 安全運転の励行
など、運転者としての基本を守り、ゆとりと思いや
りのある運転を心がけましょう。
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竜王地区・敷島地区・双葉地区
で次によりお盆のお供物を収集い
たしますので場所等確認の上、時
間厳守で出して下さい。
竜王地区
収集日時 ８月16日（水）午前８時30分　

まで
出し方 紙やスダレなどにしっかり包んで、

下表の収集場所へ出してください。
収集場所

敷島・双葉地区
収集日時 8月16日（水）午前7時30分～8時30分
出し方 市指定のごみ袋に入れて下表の収集場　　

所へ出してください。
収集場所

※上記場所では、一般家庭ごみは収集しません。
また、雨天決行いたします。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

犬や猫を飼っている方のマナーが悪く、散歩コー
スや飼っている場所の周辺住民より、散歩時のフン
の始末や無駄吠え等のしつけ不足などの苦情がよせ

られています。自分の家の犬や猫が
近所の迷惑になっていませんか？
周りのみんなが、犬や猫を好きな
人ばかりではありません。飼うから
には次の注意事項を守り、最後まで
責任を持って飼ってください。

・犬を飼う場合は、市に登録をして１年
に１回、狂犬病予防注射を受けること。

・犬は常につないで飼うこと。（放し飼いの禁止）
・散歩中のフンは、必ず飼主が片づけること。
・犬の死亡・転入・転出等の届け出をすること。
・しつけを行い、無駄吠え等他人に迷惑をかけない
様に対処すること。
・猫は名札を付け、なるべく家の中で飼うこと。
・繁殖を希望しない場合は、避妊・去勢手術を行い
子犬や子猫を捨てたり、処分することが無い様にす
ること。
・野良犬・野良猫にむやみにエサを与えないこと。

～８月のお休みの知らせ～
◎玉幡中学校北側の市有地
毎週金曜日、お盆休み（13日、14日、15日）
◎自然休養村管理センター
毎週月・水・木・土曜日、お盆休み（13日、15日）

お盆のお供物を収集します

犬・猫を飼っている方へ

「米笠ホタル愛育会」（山田健一郎代表）が「平成
18年度地域環境保全功労者表彰」を受賞しました。
この賞は、環境省が環境保全に関して特に顕著

な功績のあった個人または団体に対して行ってい
るものです。
米笠ホタル愛育会は平成３年１月に発足して以

来、ホタルの幼虫と、その餌となるカワニナの放
流を行っており、平成８年以降毎年ホタルの鑑賞
会を開催しています。
昨年は双葉水辺公園で放流を開始するなど活動

範囲をさらに広げているだけでなく、河岸に「ホ
タルブロック」と呼ばれる護岸ブロックを敷設し
て羽化しやすい環境にするなど、ホタルの住環境
の向上にも積極的に努めています。

地域環境保全功労者表彰を受賞

せん定枝粉砕処理



●乳幼児予防接種

＊麻しん風しん混合予防接種の予診票は、各医療機関に設置してあります。
＊日本脳炎予防接種については平成17年５月30日より引き続き積極的勧奨を差し控えます。

●麻しん、風しんの予防接種および経過措置について
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、４月より麻しん・風しん予防接種が混合ワクチ

ンとなり、接種回数も２回接種となりました。対象年齢については、第１期（１回目）12か月から24か月未
満の人、第２期（２回目）５歳以上７歳未満で就学１年前から就学前日までの人（いわゆる年長児）です。

なお、6月より再度一部改正があり、麻しん・風しん単独予防接種についても定期予防接種と定め
られました。対象年齢内の人でどちらか片方のみ接種している人、又はどちらか片方の病気にかかっ
てしまった人はそれぞれ単独の予防接種を受けることができます。

●第２期ジフテリア・破傷風二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期としてジ

フテリア・破傷風二種混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了
していない場合は、今回の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、下記までご相談ください。
対 　 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持 ち 物 母子健康手帳、保険証　　接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接種方法 １週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置されて

います。なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651
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 指定医療機関 住　　所 電話番号 
 林野医院 西八幡2436 055（276）2816 

 保坂医院 富竹新田410 055（276）2619 

 竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155 

 清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366 

 中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111 

 杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088 

 芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355 

 竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132 

 竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611 

 保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550 

 三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222 

 大久保医院 島上条213-3 055（277）2129 

 指定医療機関 住　　所 電話番号 
 小山医院 島上条492-1 055（277）5102 

 志鎌整形外科 長塚2 055（277）6761 

 敷島クリニック 中下条246 055（277）8300 

 大沢医院 長塚115-11 055（277）1020 

 大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200 

 桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505 

 中島医院 下今井88-1 0551（28）2181 

 双葉クリニック 竜地4710-1 0551（28）6789 

 本橋医院 岩森79-1 0551（28）6130 

 響ヶ丘整形外科 竜地2563-14 0551（30）8100 

 ふたば内科消化器科医院 竜地2795-10 0551（28）8227

内　　容 
ＢＣＧ、三種混合、麻しん風
しん混合、日本脳炎、第2期
ジフテリア、破傷風二種混合 

種　別 
個別接種 

接種方法 持ち物 

母子健康手帳 
予診票、保険証 

事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。 
なお、市内指定医療機関外で接種を希望される場合は申請が必要と  
なりますので、下記までご相談ください。 

接　　種　　歴 
麻しんのみ接種している人 
風しんのみ接種している人 
麻しん、風しん両方とも接種している人 
麻しん、風しん両方とも未接種の人 

第１期（12カ月以上24カ月未満） 
○（ただし、風しんの単独予防接種を接種） 
○（ただし、麻しんの単独予防接種を接種） 

× 
○ 

第2期（年長児） 
○ 
○ 
○ 
○ 

予防接種指定医療機関



●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健

診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　＊普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：8月3日（木）竜王保健福祉センター

8月7日（月）双葉保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後1時15分～1時30分

（教室 午後1時30分～4時頃）
持ち物 母子健康手帳、離乳食用スプ
ーン、水分補給が必要な人は、麦茶等を持参してください。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイズ

で妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプアッ
プへとつながります。
◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参してくだ

さい。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

1

31

内　　容 

4・11か月児健診 

〃 

4か月児健診 
11か月児健診 
1歳6か月児健診 

〃 
2歳児健診 
〃 

3歳児健診 
〃 

　　実施月日 

 8月 21 日（月） 

 8月 18 日（金） 

 8月 25 日(金） 
 8月 24 日(木） 
 8月 8 日（火） 
 8月 3 日(木） 
 8月 1 日(火） 
 8月 7 日（月） 
 8月 10 日（木） 
 8月 22 日（火） 

該　当　児 
  4か月児：H18．4月生 
11か月児：H17．8月生 
  4か月児：H18．4月生 
11か月児：Ｈ17．8月生 

H18．4月生 
H17．8月生 

H17．1月生 

H16．7月生 

H15．2月生 

対象地区 

敷島 

双葉 

竜王 
竜王 

敷島・双葉 
竜王 
竜王 

敷島・双葉 
竜王 

敷島・双葉

実 施 場 所 

敷島保健福祉センター 

双葉保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 

 内　　容 実施月日 該 当 児  実 施 場 所 
 後期の離乳食教室 8月 8 日（火） H17．10月生 双葉保健福祉センター 
 前期の離乳食教室 8月24日（木） H18． 2 月生 敷島保健福祉センター 

発 行 時 間  
場 所  
持 ち 物  

開庁時間（午前８時30分～午後５時15分） 
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 
印鑑 

内　　　容 
第１課　妊娠中の生活・妊娠体操 

（助産師、保健師） 
第２課　母乳教室 

（助産師、保健師） 
第３課　栄養教室 

（栄養士、保健師） 

実施月日 
8月 7 日（月） 
午前9時30分～正午 
8月21日（月） 
午前9時30分～正午 
8月28日（月） 
午前9時30分～正午 

対　　象 
 
 
甲斐市に在住する 
5か月過ぎの妊婦 

実施場所 

双葉保健福祉センター 

持参するもの 
母子健康手帳、筆記用具 

内　　　容 
 

マタニティービクス 
（講師）マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師 

実施月日 
 

8月9日（水） 
午前9時30分～正午 

対　　象 
 

甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦 

実施場所 
 

敷島保健福祉センター 



●人間ドック受診申し込み
申込期間 8月1日（火）～8月8日（火）
対 象 者 40歳以上の人
＊社会保険本人は対象外です。
申込場所　健康増進課（敷島庁舎１階）、竜王支所地域

課（竜王庁舎１階）、双葉支所地域課（双葉
庁舎１階）

申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。受
診券を発行します。申し込みの際に委託医
療機関から受診医療機関を選んでいただき
ます。

※総合健診申込書とは別に申請が必要です。
料　　金 委託医療機関によって受診料が異なりま

す。市では、検査項目により次のとおり金
額を補助します。
○基本検診のみの人は、30,000円
基本検診に加え
○前立腺がん検査を含む人は、31,000円
○子宮がん検査、または乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
どちらか一方を含む人は、32,000円
○子宮がん検査と乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
両方含む人は、33,000円
○自己負担は約6,000円～8,000円です。
（オプションは自己負担です。）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府共立病
院総合健診センター、甲府市医師会健康管理セン
ター、山梨県厚生農業協同組合連合会健康管理セ
ンター、中沢クリニック、竜王リハビリテーショ
ン病院、竜王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉
病院クアハウス石和

＊申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付。
＊医療機関への受診予約は、受診券の発行後になります。

●総合健診実施について
平成18年度も市では総合健診（5～9月）を実施し

ています。
「健診受診調査及び総合健診申込書」にて総合健診
及び子宮ガン検診を申し込まれた人へは
7月までに｢総合健診セット」および「子宮ガン検診
受診券」を送付致しました。
まだ届いていない人はご連絡ください。
＊転入等により総合健診（及び子宮ガン検診）の申
し込みがまだの人はお問い合わせください。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。生活習

慣を改善することが一番大切です。生活習慣を見直
し、改善に努め、より健康な生活が送れるよう役立

てていただくために結果説明会をおこないます。
竜王地区

双葉地区

受付時間
①午前９時30分～10時
②午後１時30分～２時
③午後３時～３時30分

対象 総合健診を受けた人
持参するもの ｢総合健診結果説明会について｣の用紙
＊日程変更希望の人は、ご連絡ください。ただし、
変更する日は指定された日以降になります。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
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■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●不妊治療費助成事業について
市では、平成18年４月から新規事業として、

不妊治療のうち、保険外診療である特定不妊治療
（体外受精および顕微受精）については、１回の治
療費が高額で経済的負担が重いため、その軽減を
図ることを目的として費用の一部を助成します。
（対象者）
１．夫婦のどちらかが申請時に１年以上継続して

甲斐市に住所を有していること
２．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療（体

外受精及び顕微受精）以外の治療法によって
は妊娠の見込がないかまたは極めて少ないと
医師に判断された夫婦であること。

３．夫婦の所得合計額が650万円未満であること。
※所得額は児童手当における所得計算方法を
準用します。

（助成額）
１年度当たり10万円を限度に通算２年間
（手続き）
治療が終了した日から起算して１年以内に申請書
等を市に提出する。なお、平成18年４月１日以
降に開始された治療であること。
※申請に必要な書類は下記までお問い合わせください。

健診受診日 説明会日 受付時間 場　所

6月29日(木） 8月 2日(水） ①②③

竜王保健福祉センター

6月30日(金） 8月 9日(水） ①②③

7月18日(火） 8月17日(木） ①②③

7月19日(水） 8月18日(金） ①②③

7月20日(木） 8月22日(火） ①②③

7月24日(月） 8月23日(水） ①②③

7月25日(火） 8月28日(月） ①②③

7月27日(木） 8月29日(火） ①②③

7月28日(金） 8月30日(水） ①②③

7月31日(月） 8月31日(木） ①②③

健診受診日 説明会日 受付時間 場　所

双葉地区で受診し
説明会に来ていない人

8月14日(月） ②
双葉保健福祉センター

8月25日(金） ①
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●運動教室
生活習慣病予防のため、

ご自身の生活改善をしたい
と思っている人を対象に次
の日程で運動教室を実施し
ます。
対象者　高血圧、肥満、糖
尿病、高脂血症など何らか

の異常があり運動の必要な人、各健康教室終了者
（糖尿病教室、ヘルシー教室等）で引き続き食事、
運動等の相談を希望される人
内　容 3B体操、健康相談
日　時 8月25日（金）午後1時30分～3時
場　所 双葉保健福祉センター
※運動のできる服装でお出かけください。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●個別運動指導
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくりに役立つ、効果的な運

動をおこなうための、健康運動指導士による運動
プログラム作成および実践指導を行います。
運動器具等を使っての安全で適切な指導をします。
日　時 8月9日・23日（水） 午後４時～５時
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料(1回100円)必要
持ち物 運動靴/運動のできる服装

予約制（希望日をご連絡ください）
②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を、受講できな

い次の人を対象に、個別運動指導を行います。予約制。
場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次の人
・病院などに通っていて、運動を勧められるが長
時間運動できない人

・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受けるの
が困難な人

安全のため、かかりつけ医師の診断書(費用の補助
はありません)が必要な場合もあります。
申込方法等 聞き取りの上、予約制になりますの
で、敷島保健福祉センターに直接(月曜日以外)

■申し込み・問い合わせは…
敷島保健福祉センター　 055（277）7311
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●いきいき健康教室
いつまでも元気で健やかな生活を送ることができるように介護予防を中心に様々なテーマで健康教室を

開催します。多くの皆様のご参加をお待ちしています。

●脳のいきいき教室
市では、市内４か所の在宅介護支援センターに委託し、市と共催で認知症予防のための教室を開催します。

■問い合わせは…高齢福祉課（敷島庁舎１階） 055(277)3116

テーマ・講師 日時 場所 対象者 問い合わせ（委託先）

～物忘れなどの予防教室～
グループホーム「めだかの学校」
ケアマネージャー 鈴木千春・海野松美
介護福祉士 寄特信一・保阪かおり・細田美和

8月19日（土）
午後1時30分～

富士見台公民館
甲斐市竜地
4993-1

興味関心のある人
「ひかりの里」
双葉在宅介護支援センター
0551(28）5545

テーマ・講師 日時 場所 対象者

知っていますか？〝油〟と脂の違い
佐野栄養士

８月３日（木）午前11時30分～正午 百楽泉 研修室

興味関心のある人どなたでも
楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本3B体操協会公認指導者
山田富士枝

８月17日（木）午前11時30分～正午 百楽泉 多目的ホール

楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本3B体操協会公認指導者
山田富士枝

８月９日（水）午後1時～1時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

お口の健康講座
山梨歯科衛生士会監事
牛山京子

８月24日（木）午後1時～1時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

音楽療法～音楽と心～
ミュージックラボ やまなし
音楽療法士　青柳伸二

8月29日（火）
午後2時～3時30分

竜王北部公民館
甲斐市篠原
2600

興味関心のある人
竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055(279）1113



水 木 金 土 

 

 

 

 
 

 

●青空市場 　　　　　
午前8：30　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 

●休館日 
●野菜即売会  
　午前8：30　JA玉幡 
●青空市場 
　午後2：00　JA吉沢 

●夏期巡回ラジオ体操 
　午前6:30 
　赤坂台総合公園 
●平和映画会 
　午後2：00 
　双葉ふれあい文化館 

Kai・遊・パークでは、９日・23日の午後１時から５時ま
で市内在住障害者および市内在住満６５歳以上の方に
施設を無料開放します。どうぞ、ご利用ください。 
 
ドラゴンパーク展望塔は９月まで、利用時間を夜10時
まで延長しています。展望フロアから一望できる甲府
盆地の美しい夜景をお楽しみください。 
休館日　月曜日 
※午後５時以降は、３歳以上１回100円の利用料金が  
　かかります。 

●野菜即売会 
　午前8：30　JA玉幡 
●青空市場 
　午後2：00　JA吉沢 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　敷島総合文化会館 
●いきいき健康教室 
　午後1:00～1：30 
　志麻の湯 

●休館日 
●野菜即売会 
　午前8：30　JA玉幡 
●青空市場 
　午後2：00　JA吉沢 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　双葉公民館 

 

●無料法律相談 
　午後1:00～4:00  
　竜王北部公民館 
●いきいき健康教室 
　午後1:00～1：30 
　志麻の湯 
●９月分学校体育施設・
10月分社会体育施設
開放随時受付開始 

 

●青空市場 　　　　　
午前8：30　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
 

 

●青空市場 　　　　　
午前8：30　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 
●竜王南部公民館まつり 
　午前10：00 
　竜王南部公民館 

●青空市場 　　　　　
午前8：30　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　JA吉沢 

●休館日 
 

 
 
 

 
　市県民税第２期納期限 
　国民健康保険税第3期納期限 
　介護保険料第３期納期限 

●野菜即売会 
　午前8：30　JA玉幡 
●青空市場 
　午後2：00　JA吉沢 
●行政相談　　　　　　
午後1:30～4:00  
　竜王南部公民館 
●家庭相談室定例相談会 
　午後1:30～3:30  
　敷島庁舎福祉相談室 

●いきいき健康教室 
　午前11:30～正午 
　百楽泉研修室 

●いきいき健康教室 
　午前11:30～正午 
　百楽泉多目的ホール 
●県体育祭り壮行会 
　午後7：30 
　双葉公民館 

●野菜即売会　　　　
午前8：30　JA玉幡 
●青空市場 
　午後2：00　JA吉沢 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　竜王北部公民館 
●消費者講座（予約制） 
　午前9：30～11：00

●休館日 
 

●休館日 
 

●休館日 
 

Topics3130

26252423

19181716

1110

５ 

9 12

432
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日 月 火 

●休館日 
 

 

 

  
 

●休館日 
 

●休館日 
●非核平和写真展 
　敷島総合文化会館 
　（８日～16日） 
　双葉ふれあい文化館 
　（９日～16日） 
 

●休館日 
 
  
 

 ●休館日 
 
  
 

 

●子どもクラブ親睦球
技大会 

　午前8：30　 
　敷島体育館・敷島総合
公園グラウンド　 

 

●休館日 
 
 
  
 

●野菜即売会 
　午前9：00　JA竜王 
 

●休館日 
 

 
 

●休館日 
 
  
 

●竜王南部公民館まつり 
　午前9：00 
　竜王南部公民館 

●平成18年度甲斐市職
員採用上級試験 

　午前9：00 
　敷島総合文化会館 

●休館日 
●９月分学校体育施設 
　一斉開放受付　 
　午後7：00 双葉公民館 
●10月分社会体育施設 
　一斉開放受付　 
　午後8：00 双葉公民館 

292827

2221

7 86

14 15

20

13

1
凡
　
例 

※なお、次の字名の甲斐市牛句・大久保・
境・大下条・中下条・長塚・島上条・天狗
沢の方は、甲府市水道局区域になりま
すので甲府市水道局へ問合せ願います。 
■甲府市水道局 
　　055（228）3311

○下水道指定店（追加） 
・（株）旭建設 
　昭和町西条455 
　　055（275）2211 
　■問い合わせは… 
　下水道課（竜王庁舎２階） 
　　055（278）1670

　水道　休日当番 

日 修理工事店 電話番号 
カネト工業 
大木設備 
カネト工業 
大木設備 
甲信ユニット 
松本住宅産業 
佐藤設備 
田中興業 
鷹野設備 
山野設備 
田中設備 
双葉設備 
トーショー 
レイコー 
長井工業 
山口設備 
山梨相互 
公栄設備 
吉澤設備 
塩入工業 
甲信ユニット 
松本住宅産業 
佐藤設備 
田中興業 
佐藤設備 
田中興業 

５（土） 
 

６（日） 
 

12（土） 
 

13（日） 
 

14（月） 
 

15（火） 
 

16（水） 
 

17（木） 
 

18（金） 
 

19（土） 
 

20（日） 
 

26（土） 
 

27（日） 

055（276）6351 

055（276）8464 

055（276）6351 

055（276）8464 

055（276）5053 

055（277）2031 

055（279）0502 

055（277）3401 

055（276）2297 

0551（28）2570 

055（279）0447 

0551（28）4775 

055（276）3271 

055（277）6863 

055（276）8575 

055（277）2222 

055（276）5210 

055（277）5790 

055（276）3118 

055（277）3356 

055（276）5053 

055（277）2031 

055（279）0502 

055（277）3401 

055（279）0502 

055（277）3401
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当日は、ＮＨＫラジオ第１で生放送されます。 




